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はじめに 

 

本研究紀要も第 51 巻を迎えることとなりました。本校における研究は、児童生徒の学びを深め、

より良い支援のあり方を追求することを目的とし、日々の教育活動と密接に結びつけ行われてきまし

た。今巻は、３年間にわたる研究の最終年度として、「児童生徒の自己調整学習と情報活用能力を組

み合わせた支援のあり方」をテーマにして取り組んだ実践と研究の成果をまとめたものです。 

 

「自己調整学習」は、学習者が学びの目標を設定し、その達成に向けて方略を選択・実行し、その

結果を振り返るというサイクルを繰り返すことです。この学習サイクルが身につくことで、児童生徒

は自らの学びを主体的に進めることができるようになります。しかし、このプロセスを一人で進める

ことは容易ではありません。教員あるいはクラスメートが寄り添って、適切なタイミングで支援を行

い、ときには、児童生徒自らが進める学びをそばで見守ることも、子どもたちの自己調整学習を促す

上で重要であることが、実践を通して見えてきました。 

 

本研究では、「情報活用能力」を自己調整学習の過程と結びつける視点も重視しました。現代社会

において、多様な情報の取捨選択や活用は、生活のあらゆる場面で求められます。児童生徒が自分に

とって必要な情報を見極め、適切に活用できる力を養うことは、将来の自立や社会参加につながる重

要な要素となります。本校では、情報活用における具体的な支援の方法を検討し、実践を通してその

有効性について探究しました。実践を通じ、自己調整学習の過程において情報活用能力が果たす大き

な役割を実感することとなりました。 

 

本研究の成果は、これまでの取り組みを総括したものであると同時に、次なる課題への出発点でも

あります。そのように捉えると、自己調整学習は、児童生徒だけのものではなく、教師自身の教育実

践においても求められるものです。今年の実践を振り返り、そこで得ることのできた知見を礎として、

新たな研究へとつなげていきたいと考えています。 

 

本校の研究を進めるにあたり、専門的な助言を賜りました指導助言者の先生方および大学の先生方

には、これまでのご指導に心より感謝申し上げます。最後になりますが、本研究に関わったすべての

方々のご協力に、改めて御礼申し上げます。 

 

 

山梨大学教育学部附属特別支援学校 

校 長     田 中  武 夫 
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学びに向かう力×情報活用能力に着目した授業づくり 

～目標を意識して取り組むことのできる子どもの育成を目指して～ 
 

１ 研究主題について 

山梨大学教育学部附属４校園共同研究WGでは、「きりのは探究サイクル」という学びの必然性を生み出

し、自ら考える主体的な学習を実現するための探究サイクルを回すためのエネルギーとして、子どもたちに

非認知能力を育成していくことを目的として共同研究に

取り組んでいる。非認知能力について文部科学省では、主

に意欲・意志・情動・社会性に関わる３つの要素からなる

もので、「①自分の目標を目指して粘り強く取り組む。②

そのためにやり方を調整し工夫する。③友達と同じ目標

に向けて協力し合う。」と定義しており、育成すべき資質・

能力の三つの柱の「学びに向かう力、人間性等」の部分に

当たると示している。そこで、本校の学校研究では、「目

標を意識して取り組む子供の育成」を目指し、「自己調整

学習」という視点に着目し、研究を進めていくこととし

た。 

また、令和 3年度の学校研究では、「個に応じた支援の

探求～ICTの活用を通して～」を研究主題に、個々の児童

生徒への支援ツールとして、自立活動の視点での ICT 活

用を取り上げて取り組んだ。積極的な活用を通して、教師

側の意識の変化として、ICT活用への不安感が減り、関心

が高まったという大きな成果が挙げられたため、活用場

面をさらに広げ、教科指導の効果を高めたり、教科横断的

な視点に立った情報活用能力の育成を図ったりすること

を目指して取り組んでいきたいと考えた。 

令和３年度の答申では、主体的・対話的で深い学びを実

現するためには、個別最適な学びと、協働的な学びの一体

的な充実が必要であり、そのためには積極的な ICT 活用

が効果的であると示している。これらの２つの視点を踏まえ、児童生徒自らが目標を立てたり、目標に向か

って試行錯誤したりするための手段として情報活用能力を捉え、自ら考える主体的な学習を実現すること

を目指し、研究主題を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨大学教育学部附属４校園共同研究 WGより 

きりのは探究サイクル 
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２ 研究経過 

（１）令和４年度の取り組み 

まず、教師自身が学習指導要領の示す目標及び内容を踏まえた授業ができるよう、「音楽科・図画工作科

／美術科・体育科／保健体育科」の３教科を取り上げ、学習指導要領を読み込み、指導内容チェックシート

（資料１）を活用しながら、適切な目標を提示することに取り組んだ。成果として、教師自身が意識的に目

標を提示することはできるようになったが、児童生徒自身が目標をより意識できるような手立てが必要で

あることが分かった。次年度へ向けて、児童生徒が「目標を意識できているか」や「目標達成に向けて試行

錯誤しているか」を具体的に評価していくことが課題となった。 

また、情報活用能力の育成については、山梨県教育委員会が作成した ICT 活用能力実態チェックシート

を参考にしながら、取り上げた３教科の学習の中で、タブレット端末の活用に積極的に取り組むことができ

た。しかし、チェックシートが試行段階のため、知的障害に特化した内容ではなかったこともあり、示され

ている項目の多さや，学習場面に置き換えて捉える難しさが課題として挙げられた。児童生徒の実態によっ

ては、タブレット端末の操作等、活用が難しい段階の支援をより明確にすることや、タブレット端末以外の

ICT機器や新聞、図書の活用、具体物を操作するなど、場面によっても様々な「情報」を効果的に活用でき

るようにすることが必要であるということが分かった。 

 

（２）令和５年度の取り組み 

① 「学びに向かう力」について  

ア 学びに向かう力の定義 

   令和４年度の成果と課題を踏まえ、令和５年度は、より児童生徒の目指す姿を明確にした上で研究を

進めることとした。平成 30年度の学校研究では、カリキュラム・マネジメントの充実により、教育課

程の改善を通して学校教育目標の達成に

向けた「学びに向かう姿を目指した各学

部の役割」を明確にした。小学部は『個の

学びの基礎づくり』、中学部は『個と集団

の相互関係の中で内面の育ち』、高等部は

『やりがいを高め社会参加への意識を高

める』と示している。これらについて、各

学部で改めて「学びに向かう力の定義」と

して目指す姿を再確認し、それらを踏まえて授業実践に取り組んだ。 

  

イ 学びに向かう力の評価 

   『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』（中教

審、2019）では、育成を目指す資質能力の 3つの柱に沿った

観点別学習状況の評価の仕方ついて示している。「学びに向

かう力・人間性等」の評価について、感性や思いやりといっ

た、観点別学習状況の評価にはなじまない部分と、「主体的

に学習に取り組む態度」として観点別学習状況の評価を通じ

て見取ることができる部分とがあり、後者について、「知識

及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で

自らの学習を調整しようとしているかどうかを含めて評価する。」と示している。 
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具体的な評価方法については、『学びの「エンゲージメント」』（櫻井、2020）を参考に評価基準

を設定し評価していった。この文献では、主体的に学習に取り組む態度を①感情的エンゲージメント、

②認知的エンゲージメント、③行動的エンゲージメント、④自己効力感、⑤社会的エンゲージメントの

5つの要素で捉え、評価方法を提案している。

櫻井氏によると、これらの要素はそれぞれが直

接的に影響しているものもあれば、間接的に影

響し合っているものもあると述べている。従っ

て５つの要素すべてについて評価することで、

どんな場面で主体性が見られたのかを見とる

ことができ、どこにアプローチすれば、より主

体性を引き出せるのかが分かりやすくなると

言える。本研究では、５つの要素が評価できる

ような評価表（資料２）を作成し、「自己調整

学習」について着目しているため、②認知的エ

ンゲージメントについて『目標設定⇒方略の選

択⇒振り返りの方法』という自己調整学習のサ

イクルに基づいたルーブリック評価を基本と

しながら、方略の選択として、できるようにな

るまで繰り返し取り組む姿が見られた場合は、

粘り強さについても数値やエピソードとして

評価するなど、他の要素の視点も含めながら評価していくこととした。 

 

 ②「情報活用能力」について 

ICT活用能力実態チェックシートの活用に難しさがあったため、令和 5年度からの研究では、情報活

用能力ベーシック（日本教育情報化振興会、2021）を参考に学習プロセスに沿った情報活用能力の育成

場面を蓄積し、本校独自の情報活用能力体系表を作成することとした。各学部の学びに向かう姿を目指し

た役割とリンクさせながら、これまでに取り組んできた活用場面と今後の授業実践により活用場面を蓄積

していくことで、学部段階で育成すべき情報活用能力の中心となる部分を明確にしていくことができる。

また、情報活用能力のスキルを、「知識及び技能、思考力、判断力、表現力等、学びに向かう力・人間性

等」で示すのではなく、「日常的な活用による育成が大きいと考えられる情報活用能力」と「意図的な学

習場面の設定による育成が大きいと考えられる情報活用能力」の２つの側面で捉え、具体的な活用場面に

応じたスキルを基に考えることで、学習の基盤となる資質・能力として育成することができると考えた。 

情報活用能力ベーシック（日本教育情報化振興会）より 

情報活用能力体系表（山梨大学教育学部附属特別支援学校版） 

認知的エンゲージメントのルーブリック評価の例 

『学びの「エンゲージメント」』（櫻井）より 



5 

 

さらに、タブレット端末の活用に偏りすぎてしまったという反省を踏まえ、学習指導要領等の示す内容

を改めて確認し、タブレット端末だけでなく本や新聞、TVからの情報、実際に見聞きしたことから得た

情報など、様々な情報を活用しながら児童生徒がスキルを高めていくことができるようにすること。学習

の基盤となる資質能力として「情報活用能力」は、「言語能力」や「問題発見解決能力」などと関連し合

いながら育まれるものであり、語彙を増やすことや、見比べる力を高めること、伝える力などの基礎的な

力も含めて育成していくことが必要であることを共通確認し、情報活用能力がタブレット端末の活用に限

ったことではないということを再認識した上で授業実践に取り組んだ。 

 

 

③ 授業実践について 

自己調整学習のサイクルと情報活用能力活用のプロ

セスの関係を右図のように示し、自己調整学習と情報活

用能力は、相互に関連し合っており、情報活用能力が高

いほど自己調整学習が容易になり、自己調整学習が行わ

れるほど情報活用能力が向上するという仮説を立て、授

業実践に取り組んだ。各学部 2名の事例対象児童生徒を

挙げ、実態に応じ情報活用能力を活用しながら自己調整

学習を高めることができるような指導・支援を行い、認

知的エンゲージメントのルーブリック評価を中心とし

た評価により、PDCAを繰り返した。 

 

④ 令和５年度の成果と課題 

成果としては、各学部の実践において、自己調整学習のサイクルの有効性を確認することができた。特

に児童生徒自身が目標立てすることにより、学習への意欲や学びの持続性、仲間との協働などに変容を見

取ることができたことが挙げられる。また、情報活用能力について、ICT活用に偏らないことを共通確認

したことにより、さまざま情報をもとに児童生徒が学習を進めていくことができるように授業内容や支援

を、個に応じて考えていくことができた。 

課題としては、認知的エンゲージメントを中心に評価を進めたが、評価項目の妥当性を高めることと、

他の４要素（感情的エンゲージメント・行動的エンゲージメント・自己効力感・社会的エンゲージメント）

についての見取りについても、さらに評価の精度を高める必要があると、どの学部からも出された。 

 

 

 

自己調整学習と情報活用能力の関係 
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３ 令和６年度の取り組み 

 これまでの成果と課題を受けて、令和６年度は、3年研究の最終年度としてまとめていくことができるよ

う以下のことに取り組む。 

・自己調整学習のサイクルに基づいた授業実践を更に広げる。 

・学びのエンゲージメントの５つの要素への理解を深め、より評価・改善の精度を高める。 

・自己調整学習のサイクルに応じて、より適切な支援を検討し、個の実態や生活年齢等に応じた情報 

活用能力の活用を積極的に行う。 

・実践の積み重ねとともに、発達段階や学部段階（生活年齢）等を踏まえた情報活用能力の体系表を 

整理する。 

 

（１）授業実践に取り組むに当たって 

自己調整学習のサイクルの有効性について、「音楽科・図画工作科／美術科・体育科／保健体育科」にお

いて確認することができたため、他の教科や授業形態においても検証していきたいと考えた。小学部は、「生

活単元学習」で、中学部は「総合的な学習の時間」で、高等部は「作業学習」でと、各学部の特性を踏まえ、

児童生徒自身がテーマに沿って目標を立てて主体的に活動しやすいと考えられる授業を取り上げて取り組

むこととした。 

自己調整学習において最も重要な点は、教師が提示した目標を理解することではなく、「児童生徒自身が

目標立てをする」というところにある。実践に取り組む際のポイントとして、児童生徒自身が、目標立てに

意欲的に取り組むことができるよう、導入の工夫と振り返りの方法の工夫がより重要となる。特に振り返り

の工夫は、次時の目標立てにつながるため、学部段階や発達段階に応じた工夫が必要であることを踏まえて、

具体的な手立てを丁寧に考えていくこととした。 

また、昨年度の成果として、自己調整学習のサイクルを主体的に回すために、先生の見本や友達の活動の

様子などが、あこがれや競争心、モデリングという観点で、重要な手立てとなっていることが、しばしばみ

られたため、社会的エンゲージメントにも着目しチェックリストを加えた評価表（資料３）を作成し評価し

ていくこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

『学びの「エンゲージメント」』（櫻井）より 



 

 

 

 

 

 

 

 

４ 各学部の実践 
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小学部の実践 
 

１ 学部研究の概要 

（１）前年度までの研究の成果と課題 

１年次（令和４年度） 

・音楽、図画工作、体育の指導内容チェックシートの作成 

・各教科の内容や目標を明確化内容や目標に沿った ICT活用による 1人１実践の実施 

（音楽、図画工作、体育） 

  ・個の情報活用能力の実態把握をすることが必要であった。 

  ・授業実践を積み上げながら、「評価」についても取り組む機会を設定する必要があった。 

２年次（令和５年度） 

  ・小学部における「学びに向かう力」の定義づけ 

・小学部における情報活用能力の捉えについての確認 

・高学年図画工作科における自己調整学習のサイクルに基づいた授業実践 

  ・ICT機器の日常での活用実態から授業での活動場面を設定する必要があった。 

  ・振り返りについて個に応じた対応を必要とした。 

  ・図画工作以外の教科等においても、自己調整学習のサイクルが有効であるか検証したい。 

 

（２）学びに向かう力について 

令和５年度の学部研究において、目標を意識

して取り組むことのできる子どもの姿を「注目

する」「模倣する」「選ぶ」「比べる」「見通しを

もつ」とし、本校小学部としての学びに向かう

力を「様々な事物に注目したり、見比べたりし

ながら、好きなことを増やし見通しをもって取

り組もうとする」と定義した。 

 さらに、この学びに向かう力を高めるために

は、視覚情報の提示の仕方など、個の実態に応

じた支援の工夫が必要であると考えた。特に、

視覚情報の提示は、児童の情報活用能力と関連

しており、選択肢の数やその際の提示の方法、

イラストと動画のどちらが良いかなどの実態

に応じた情報提供の仕方が重要であるという捉えを学部全体で共通確認した。 

 

（３）情報活用能力について 

 情報活用能力に関わって、小学部では、令和

３年度に 1 人 1 台端末が整備されたことに伴

い、ICT端末の使い方について検討し、右図を

活用の目安としている。ICTの使い方などに関

わる図の上部分は、操作スキルや情報モラル

に関わる内容であり、それらは、日常生活の中

で教師が一緒に使うことが大切であると共通

確認している。 
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 情報活用能力のスキルのもう一つの側面である「意図的な学習場面の設定による育成が大きいと考えら

れる」部分が、図の下部分である。こちらの情報活用能力については、個々に応じた指導・支援による育成

を目指している。図の作成時には、ICTの活用に限定していたが、発達段階によっては、ICT機器が刺激と

なり、目的に沿って活用することの難しさがあることや、教師の見本や絵本、具体物、絵カードなどにより、

学びに向かう力に関わる「注目したり」、「見比べたり」できるようになることの積み重ねも必要であるとい

うことを学部で捉え直した。 

このように、学びに向かう力と情報活用能力は相互に関連していると考えられる。選択肢や手順の提示の

仕方、表出を促す手段などにおいて、主に具体物や絵カードなどを用いた、知的障害児教育において従来か

ら効果的であるといわれている支援を丁寧に行うことにより、実態に応じて、ICT活用へと効果的につなげ

ていくことができるようにしていきたいと考えた。 

 

（４）研究方法 

昨年度までの実践を踏まえ、今年度は教科等を合わせた指導で実践を行う。教科等を合わせた指導は、実

際の生活場面に即しながら繰り返して学習するため、自己調整学習のサイクルとマッチしやすいのではな

いかと考えられたためである。 

研究方法は、事例対象児を２名選定し、授業実践を行う中で、その変容を見取っていく。１次実践では、

自己調整学習のサイクルを、各教科等を合わせた指導の授業（低学年：再現遊び、高学年：劇遊び）に組み

込んで行い、２次実践では、1次実践の成果・課題をもとに、目標を意識して取り組むことのできる子ども

の育成を目指した授業（劇遊び）を実践する。 

見取りは、評価表を用いて行う。評価表は、学びの「エンゲージメント」の５つの評価項目を参考に作成

し、特に認知的エンゲージメントの項目は、児童の実態に合わせて設定をした。 

  

２ 研究の実際 

（１）実態把握 

本年度の小学部は、低学年(1・2年)５名、中学年(3・4年)６名、高学年(5・6年)６名の計 1７名の児童

が在籍している。SM 社会生活能力検査結果より、コミュニケーション・集団参加・自己統制の項目に注目

し、発達年齢が上位、下位の児童から１名ずつ選定した。 

 

○様々なものへの興味関心が高く意欲的である。 

○大人からの関わりを受け入れることができる。 

○見本を見て模倣をすることにより、簡単な手順に沿って活動できる。 

○繰り返し取り組むことで、できるようになることが多い。 

●言語指示だけで理解できるものが少ない。 

●簡単なジェスチャーやサインでも意味を理解できず、模倣するだけに 

なってしまうことがある。 

 

 

○動画などから言葉を覚え、表出する言語が増えてきている。 

○見立てあそびを好む。  

○一人遊びが多かったが、集団の中で自分の役割や立ち位置を意識できる 

ようになってきた。 

●状況に応じたコミュニケーションが難しい。 

●友達同士のやりとりは、自分からの発信は少ない。 

●ルールや約束、手順などを理解するが、自分がやりたいことへの気持ち 

が強くなり逸脱してしまうことがある。 

 

事例対象児童 A（小学部１年 女子） 

【つけたい力】 

興味・関心を広げていくこと 

身近な言語の理解を深めること 

自発的な発語につなげること 

事例対象児童 B（小学部５年 男子） 

【つけたい力】 
興味・関心を広げていくこと 

他者との関わりを広げていく 

こと 

表現力を高めること 
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（２）授業実践 

① 実践を通してつけたい力 

授業を計画するにあたり、初めに、実践を通してつけたい力を学習指導要領の内容を参考に、学部全体で

話し合った。 

【低学年（再現遊び）】                               【高学年（劇遊び）】 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 評価表の活用 

評価表は、授業者が記入し、その後、学部全体で分析し、評価の妥当性を検証した。また、認知的エンゲ

ージメントのルーブリック評価の項目は、児童の実態に合わせて設定した。 

 

 

③ １次実践 

 

 

低学年の実践は、「パオちゃんのみんなでおかたづけ」という絵本

による再現遊びに取り組んだ。評価は、お話全体の再現遊びに取り

組んだ３次で行った。 

 

ア 授業の指導目標 

・簡単なお話の内容を大まかに理解したり、好きな場面を見つけたりしながら絵本の読み聞かせを聞い 

たり、再現遊びをしたりすることができる。【知識及び技能】 

・読み聞かせを聞きながら好きなセリフや動きを真似したり、読み聞かせの後の再現遊びで自分なりの 

方法で表現したりすることができる。【思考力、判断力、表現力等】 

・読み聞かせを聞くことや再現遊びをすることに意欲や期待感をもって取り組み、生活との関連に気づい 

たり、他者とのかかわり、関心の幅を広げたりしようとすることができる。【学びに向かう力、人間性等】 

 

イ 事例対象児 Aの指導目標 

・絵本の読み聞かせに注目し、好きな場面やセリフ、動きなどを見つけて、再現遊びに参加することができる。

【知識及び技能】 

・読み聞かせや再現遊びの中で、好きなセリフを言おうとしたり、動きを真似しようとしたりすることがで 

きる。【思考力、判断力、表現力等】 

・読み聞かせや再現遊びを楽しみながら、関心を広げたり友達とかかわったりしようとすることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

 

単元計画（全１５回） 

一次 絵本を読もう（５回） 

二次 トンネルを作ろう（５回） 

三次 みんなでおかたづけ（５回） 

実践① 低学年「絵本を読んで遊んでみよう」(再現遊び) 
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ウ 認知的エンゲージメントの評価項目 

 
 

エ 授業の流れ 

 
 

 

オ 活動の様子 

（ア）絵本の読み聞かせ 

  読み聞かせの場面では、教師が必ず読んでいる

場所を指さしながら行った。１回目は話の流れに

関係なく、先へ先へとページをめくろうとしてい

たのに対し、３回目には、話の内容に沿って、指

差し・発声などが見られるようになった。教師が

指さしによって焦点化して伝えたことが重要であ

ったのではないか。 
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（イ）目標設定 

 絵本を渡し、楽しみな場面を選んでもらおうとし

たが、すべてのページをめくるだけで終わってしま

った。場面ごとのカードを提示したことで、自分で

選ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）方略の選択 

 初めは、教師に促されたり、言葉がけに応じてブロ

ックを積んだり、線路を作ったりしていたが、３回目

には、ブロックが出てくると自分から手に取り活動

できるようになった。話の展開に沿って、適切なタイ

ミングで必要な道具を提示したことで、何をするの

かやどうなるのかが分かったり、お話の内容と再現

する活動を結び付けることができたのではないか。 

 

 

 

 

（エ）振り返り 

１回目は場面のイラストを見て楽しかった場面を

絵本から選ぶことが難しかったのに対し、２回目、３

回目には、絵本をめくり進めて選ぶことができた。「絵

本の読み聞かせと再現遊び」がセットになった活動を

繰り返し経験したことにより、お話の展開が理解で

き、絵本の中から楽しかった場面を選ぶことができる

ようになったのではないか。 

 

 

 

カ １次実践の事例対象児 Aについて 
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【考察】 

・目標設定、方略の選択の評価は変わらなかった。振り返りは、再現遊びを体験することによって、 

お話の場面が分かり、絵本の中から振り返りができるようになったのではないか。 

【効果的だった支援・手立て】 

 ・情報活用しやすいような焦点化した情報の提示（指さし）  

 ・適切なタイミングや量による情報の提示 

【課題】 

・振り返りの意味が子どもによって違うのではないか。 

 

 

 

高学年は、「おむすびころりん」の劇遊びに取り組んだ。評価は、自分で演じたい場面を選んで取り組む

第６時、８時、9時で行った。 

 
  

キ 授業の指導目標 

・昔話の読み聞かせや劇遊びを通して、言葉のもつ音やリズムに親しむことができる。【知識及び技能】 

・絵本の読み聞かせや劇遊びを通して、お話の時間の経過や大体を捉えることができる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

・好きな場面を伝えたり、演技で表現したりできる。【思考力・判断力・表現力等】 

・お話の内容に興味をもち、意欲的に劇あそびに取り組もうとすることができる。【学びに向かう力、人間性等】 

 

ク 事例対象児 Bの指導目標 

・昔話の読み聞かせや劇遊びを通して、言葉のもつ音やリズムに親しむことができる。【知識及び技能】 

・絵本の読み聞かせや劇遊びを通して、お話の時間の経過や大体を捉えることができる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

・好きな場面を伝えたり、自分なりに工夫して演技で表現したりできる。【思考力・判断力・表現力等】 

・お話の内容に興味をもち、意欲的に劇あそびに取り組もうとすることができる。【学びに向かう力、人間性等】 

 

ケ 認知的エンゲージメントの評価項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践② 高学年「おむすびころりんによる劇遊び」 
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コ 活動の様子 

（ア）目標設定（物語の場面が描かれたカードによる選択肢の中から演じたい場面を選ぶ 

 6回目では、選択する場面が 5つだったが、事

例対象児 Bから「よくばりじいさん」もやりた

いと提案があり、8回目からは７つの場面に増や

した。9回目の時には、目標設定の場面で、「つ

づらをよこせ」など、演じる役のセリフを自分

でつぶやいているなど、より積極的に目標設定

を行っている姿が見られた。児童の興味・関心

が高い場面や役が増えたことで、より豊かな表

現につながったのではないかと考えられた。 

 

 

（イ）方略の選択（必要な小道具を選び、自分の選んだ場面を演じる） 

 方略の選択の場面の教材として、演じる場の横

に、衣装やおにぎり、バランスボールなどの小道具

を、児童が柔軟に選択できるように配置した。事例

児 Bは、おにぎりなど必要なものを自分で選び、選

んだ場面の前後も含めて、自分の考えた台詞などを

交えて演じることができた。1人ずつ演じているの

で、友達の演技のあとに続きを演じようとするなど

の行動も見られた。 

 

 

（ウ）振り返り（何を演じたか、次に何をしたいかを発表する 

 振り返りでは、「つぎは？」という問いかけを

毎回行うことで、次に何をしたいかを意識する

ことができてきたのでは中井かと考えられ、自

分で次にやりたい役を選ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

サ 興味関心の広がり 

 １次実践を通し、授業以外での興味・関心の広がりが見られた。 

【休み時間】 

・図書室にある段ボールの家の中で「おむすびころりん」の絵本を読んでいた。 

・絵本のページを開きながら友達とおいかけっこをして楽しむ。 

【音楽の授業】 

・替え歌の歌詞を考える活動で「おむすびころりん」のセリフを用いる。 

【家庭でのできごと】 

・「おむすびころりん」の絵本を買ってほしいと保護者に相談する。 

・就寝中、「つづら」と寝言を言った。 
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シ １次実践の事例対象児 Bについて 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【考察】 

・お話の内容の理解が進むとともに、目標設定がしやすくなり、イメージも膨らんでいったことで、自分

で考えたセリフなど表現したいことが増えていった。 

【効果的だった支援・手立て】 

 ・繰り返し出てくる特徴的なセリフを印象に残るように伝えること 

 ・友達の演技を見る時間の設定 

【課題】 

・振り返りの場面でのより具体的な表出を引き出すための支援 
 

 

④ １次実践のまとめと２次実践の方向性 

【成果】 

・再現遊びや劇遊びの実践を通して、自己調整学習のサイクルを組み込んで授業を行うことができた。 

・児童の興味・関心に合わせて教材を変化させながら、適切な量やタイミングで情報を提示できるように工

夫することで、児童の興味・関心を高めたり、表現を引き出したりすることができた。 

・昨年度からの実践の積み重ねもあり、自分で目標設定や振り返りをする姿が、実践以外の場面でも見られ

るようになった。 

 

【課題】 

・振り返りの際に個に合わせた具体的な支援を考えていけるとよい。 

・振り返りの場面で、自分の活動の様子が分かるような手立て（写真や動画など）を活用できるとよい。 

・自己調整学習のサイクルの場面ごとの見取りではなく、サイクルの流れに沿って変容を見取ることが望ま

しい。 

 

【２次実践の方向性】 

〇振り返りの方法の工夫 

 ・言葉による表現の幅を広げられるような視覚支援の活用 

 ・表出が難しい児童に対する客観的評価 

 ・写真や動画による振り返り 

〇情報活用能力の活用 

 ・学習に関わる絵本や動画を自由に見られる環境設定 

 ・自己調整学習のサイクルに沿って、情報活用能力の視点を入れながらの支援 

〇自己調整学習のサイクルを意識した見取り 

 ・自己調整学習のサイクルを意識した見取りを行い、授業の目標が達成されたかを評価していく。 
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⑤ ２次実践 

 

 

単元計画（全 10回） 

一次 好きな役を選んで劇遊びをする（３回） 

二次 
①決まった役で劇遊びをする（6回） 

②きりのこまつりの舞台で発表する（１回） 

 

2次実践は、「ねずみのすもう」の劇遊びを行った。本校の学園祭である「きりのこまつり」に向けて、学

部全体で取り組んだ活動である。単元は、好きな役を選んで行い、お話の理解や興味・関心を広げていく一

次と、舞台発表を目指して決まった役に取り組み、その役を深めていく二次から構成している。評価はより

自己調整行動が見取りやすいと考え、一次で行うこととした。 

 

 

ス 授業の指導目標 

・紙芝居を聴いたり、劇遊びをしたりすることで、お話の内容への理解を深めることができる。 

【知識及び技能】 

・好きな役を選んだり、場面に応じてセリフを言ったりと、お話の流れに沿って劇遊びに参加することがで

きる。                                                           【思考力、判断力、表現力等】 

・友達や教師と一緒に、紙芝居を聴いたり、劇遊びをしたりすることを楽しみ、意欲的に参加しようとする

ことができる。                          【学びに向かう力、人間性等】 
 

 

 

セ 授業の流れ 

 

 

 

「劇遊びをしよう（ねずみのすもう）」 
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ソ 事例対象児 Aについて 

〇事例対象児 Aの指導目標 

・お話の大まかな内容や登場人物や出てくるものなどが分かり、紙芝居を見聞きしたり、劇遊びをしたり

することができる。 【知識及び技能】 

・お話の流れに沿って、友達や教師を真似しながら動いたりセリフを言ったり、自分で思い付いて動いた

りセリフを言ったりすることができる。【思考力、判断力、表現力等】 

・友達や教師と一緒に、紙芝居を見聞きしたり、劇遊びをしたりすることを楽しみ、意欲的に参加しよう

とすることができる。【学びに向かう力、人間性等】 

 

〇認知的エンゲージメントの評価項目 

 
 

 

〇効果的であろう支援 

 実践を始める前に、「教材」「教師の関わり」「環境調整」「付加的な活動」という４つの視点をもって、効

果的であろう支援を学部で話し合った。 

 
教材としては、選択肢や具体物での提示が有効と考えられたが、実態として選択肢は３つ以下が望ましい

のではないかということになった。教師の支援としては、内容や方法の確認を丁寧に個別にしていくことが

必要であると考えられた。また、振り返りでは、どこを頑張っていたか自分で考えることはまだ難しい面も

あるので、教師が伝えることで達成感につなげられるのではないかと考えた。 
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〇第１時 

 おすもうの勝負が終わった後、CTが「やったー！」と言いながらガッツポ

ーズをしたのを見て真似をしてポーズをすることができた。他にも、CTが手

を挙げるのを見て挙手をして前に出たり、友達のガッツポーズを真似したり

と、第１時は、模倣で動く場面が多かった。 

 

 

 
目標設定の場面では自分の目標が視覚的に分かるボードを活用し、演じる役

を選ぶときには、イラストを選択肢として提示した。 

教師の関わりとして、役の選択肢を提示する際には、３つ以下になるように

して示し、必ず役名やコメントを声に出して伝えるようにした。発表の際には、

教師が一緒に読むことで、表出を支援した。 

方略の場面では、しこや「やったー」の動きなどの動作を近くで示範した。

第１時だったので、「お相撲をしよう、行っておいで」と言って背中を押して

あげる等、活動への促しも有効であった。 

環境調整として、お相撲をする土俵を舞台の真ん中に置き、その周りに児童

が座るようにした。授業の流れがわかるためにも、友達の様子が見える座席配

置は効果的だったと思われる。 

振り返りの場面では、目標設定の場面と同じように、発表の際には、教師が

一緒に読むことで、表出を支援した。 

 

 

〇第２時 

目標設定の場面では、教師が一緒に読む場面で「今日は・・・」と本人が選んだ

「おおきなねずみ」を指さした際に「お」と発声があった。また、１回目の相撲で

は、しこを模倣していたのに対し、２回目には「しこふんで～」という掛け声に合

わせて動くことができるようになった。 

教師の動きを模倣する事例児 A 

目標が視覚的に分かるボード 

教師の問いかけに発声する事例児 A 
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第２時では、1回目を経験したことで、活動への促しの支援の必要がなくなった。それに代わり、「しこふ

んで～」や「はっけよ～い」など、動きを促す掛け声を第１時より意識して伝えた。その結果が、掛け声に

よる動きにつながったと考えられる。ただし、この日は、流れが分かったことで、注意が逸れる面が多く見

られたため、第３時では、それに対する支援も新たに考えることにした。 

 

〇第３時 

マイクを使用するようになり、「がんばるぞ！」や「どうする？」という投げかけ 

の後にマイクを向けた。その結果「おー」という発声や「がんばる」に似た発声や 

動きが見られるようになった。   

 

 

「がんばる」のポーズをして発声する事例児 A 



 

20 

 

第３時になり、目標設定のやり方を本人が理解でき、登場人物やコメントについ

て読んで聞かせなくても自分で選ぶことができそうであったので、選択肢の指さし

と音声による提示という支援は行わなかった。また、土俵や家、背景などの大道具

については、A 児にとって効果的な様子は見られなかったので、表からは外してい

る。 

次に、２時間目で触れた、注意がそれてしまうことに対する支援として、「がんば

れ！」や「でんかしょう」などが書かれた応援のためのうちわを用意した。友達が

お相撲をしている間は、これを持って応援をした。「応援する時間」ということがわ

かり、離席や他のものに興味をもつなどという行動がなくなった。 

教師の関わりでは、「セリフの際にマイクを向ける」ことを行ったことで、A児の

発声がより見られるようになり、とても効果的であったと考えられる。 

 

〇 A児にとって効果的だった支援のまとめ 

 
 

〇児童のつけたい力への評価 

・興味関心の広がり 

10月 7日 

連絡帳にて保護者より 

ぞうとキリンのフィギュアをもち、行司をやってくれという仕草をしてきたので、やってあ

げると、ぞうとキリンを相撲させていた。（見立て遊びの広がり） 

特別日課中 

劇遊びで使用している「ねずみのすもう」の紙芝居を絵本にしたものが教室にあることが分

かると、休み時間に読んで欲しいと教師にお願いし読んでもらうことを繰り返し楽しんでい

る。他の絵本も見るが「ねずみのすもう」を見る割合が増えている。 

応援のうちわ 
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・表出 

特別日課中 

模倣して発声しようとすることや、タイミングよく場に合った発声ができること、マイク

を向けると何かしら言おうとすることが多くなった。 

・「がんばるぞー」の掛け声に対し、「オー」や「がんばる」に似た発声 

・朝の会・帰りの会のあいさつ ・課題学習での発音練習  

A児のつけたい力であった興味・関心の広がりや表出にかかわる部分では、家庭で見立て遊びが広がった

り、読んでもらいたい本が増えたりした。また、友達への関心として、授業が始まる前に椅子をトントンと

して座るように促すなど、「みんなで活動したい」という思いが一層高まった。表出の面では、他の授業で

もマイクを向けると何かしら発声しようとするようになったり、挨拶の際に一音ずつ発声するようになっ

たりと変容が見られた。 

 

〇指導目標に対する評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別日課中 
ビデオも児童用のタブレットに入っていることを知ると、何度も見て楽しんでいる。特に

「はじまりはじまり～」の場面が好きで、自分でシークバーを操作して繰り返し観ている。 

実践後 
「ねずみのすもう」以外にも、「はっけよい畑場所」など、相撲を題材にした絵本に興味を

もち、休み時間に読んで欲しいと教師にお願いし読んでもらうことが増えている。 

実践後 
授業の始まる際に、友だちに対して、椅子をトントンと叩き、座るように動きや発声で関わ

る等、友だちへの意識が高まった。 

【知識・技能】 

〈国語科〉 

・読み聞かせや劇遊びを通して、昔話に親しむことができ、言葉のもつ楽しさに触れることができた。 

・読み聞かせに注目し、色々な絵本に興味をもつことができた。 

【思考力、判断力、表現力等】 

〈生活科〉 

・身の回りの遊びに気付き、教師や友達と同じ場所で一緒に遊ぶことができた。 

〈国語科〉 

・お話の流れに沿って友達や教師の動きや表情を模倣したり、声かけだけで自分で動いたり場に合っ

た発声をしたりして表現することができた。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

〈生活科〉 

・自ら挙手して発表することが増えるなど、意欲的に取り組むことができた。 

〈国語科〉 

・紙芝居を見聞きしたり、劇遊びをしたりすることを楽しむことができ、表情や身振り発声で表現しよ

うとすることができた。 
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〇２次実践の事例対象児 Aについて 

 
 

【考察】 

・やりたい役を自分で選び、少しずつ教材を変化させながら同じ流れで劇遊びをしたことにより、マイク 

を向けたときに自発的な場に合った発声が見られたり、かけ声に応じて動きで表現したりすることに 

つながったのではないか。 

・日常生活の中で、見立て遊びの広がりや読む本の変化など、興味・関心の広がりにつながった。 

 

【課題】 

・振り返りで自分の演じた役が出てこない場面を毎回選んでおり、それが達成感を感じている場面として 

選んだのか、お話の中の好きな場面を選んだのか、本人の思いの見取りには、課題が残る。 

 

 

タ 事例対象児 Bについて 

〇事例対象児 Bの指導目標 

・紙芝居を見聞きしたり、劇遊びをしたりすることで、お話の内容への理解を深めることができる。 

【知識及び技能】 

・好きな役を選んだり、役に合ったセリフや動きを自分で考えたりしながら、劇遊びに参加することがで 

きる。【思考力、判断力、表現力等】 

・友達や教師と一緒に、紙芝居を見聞きしたり、劇遊びをしたりすることを楽しみ、意欲的に参加しよう 

とすることができる。【学びに向かう力、人間性等】 

 

〇認知的エンゲージメントの評価項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

23 

 

〇効果的であろう支援 

 
A 児と同様、教材としては、選択肢での提示が有効であると考えられた。また、教師の関わりとしては、

内容ややり方の確認を丁寧に個別にしていくこと。自分で目標を立てることができることも多いので、活動

の途中で目標を一緒に確認するモニタリングを助ける支援も有効ではないかと考えられた。振り返りでは、

具体的な称賛を贈ることで、自信をもって次の活動にも取り組めるようになり、言葉による表現の幅を広げ

ていくことにつなげられるのではないかと考えた。 
 

〇第１時 

紙芝居の読み聞かせなどを通じて話の内容がよく分かっていた。朝の体育の相撲では、すぐ負けてしまう

相手に、少し踏ん張りを見せたり、負けなくてはいけない場面では、相手の手を引いて、わざと負けてあげ

ることができたりと、お話の流れに沿った動きが見られた。 

 
 教材として、お話の場面のスライドが有効であった。スライドを見ながらそれを再現しようとする姿が見

られた。自分なりの動きなどを促す問いかけも行ったが、第１時は途中からおおきなねずみの役が自分に合

っていないと感じているような様子で、あまり授業に積極的でない姿が見られた。 
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〇第２時 

 目標設定の際、友達が「じいさま」の役を選んだのを見たり、「今日から餅つきの 

ときに歌を流すよ。」という CTの話を聞いたりする中で、STに「次、じいさまやる。」 

と伝えた。授業全体を通して気持ちが次回の役に向いているような様子であった。 

 
 第１時を受けて、目標設定の場面では、B児はイラストの選択肢が無くても決めることができたので、そ

の支援を減らすこととした。第２時では、友達の発表を見て、次回の目標設定に生かしていたので、友達の

発表を聞く場面の設定が支援として有効であった。方略の選択の場面では、B児にとっては、衣装よりも小

道具の方がイメージを膨らませるのに有効な様子があったので、支援としてそちらを加えた。また、お話の

流れはよく理解していたので、場面の確認は B児の支援からは外している。 
  

〇第３時 

 前回から決めていた「じいさま」をすると決め、目標を発表する場面では、１番に手を

挙げ、「餅つきを頑張る」と具体的な目標を伝えることができた。お話の流れと違いおお

きなねずみが負けてしまった場面で、CTに「じいさま、どうかな？」と問いかけられ「全

然ダメ」、「がんばれ」「もちつくる」など、自分で考えた台詞を言うことができた。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次時について STと話す事例児 B 

目標を発表する事例児 B 
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 支援としては、第２時とあまり変わらないが、本人が自分の思いと合致した役を選べたことで、CT の関

わりに対しに、役に合った自分なりのセリフや動きをすることができたのではないかと考えられる。 

 

〇 B児にとって効果的だった支援のまとめ 

 
 

〇児童のつけたい力への評価 

・興味関心の広がり 

9月 27日 

朝のめあての設定の際に、前日までは課題学習をめあてにしていたが、「ねずみのすもう」

をめあてにした。振り返りでは、「ねずみのすもうがよくかんがえた。理由は、かんたんだ

ったからです。」と記述した。 

特別日課中 

朝のめあての設定の際に、「ねずみのすもう」をめあてにしている。振り返りでは、30日は

「ばあさま」を翌日以降は「じいさま」と、その日に自分が演じた役について振り返りをし

た。 

特別日課中 教室に置いてある「ねずみのすもう」の絵本を自分から読んでいる姿が度々見られた。 

特別日課中 
校外宿泊学習の事前学習でしおりを持ち帰った際に、母親と一緒にしおりを読みながら、

「めでたしめでたし～」と言いながら読み終わる様子が見られた。 

・他者との関わり 

実践後 

昼休みに「ハンター」と「逃げる人」という役割を決め、「○○君はハンター！」と自分か

ら話しかけ、鬼ごっこを始めた。これまで教師と行うことはあったが、実践後に他学年の友

達と遊ぶことが増えてきている。 

 B児のつけたい力であった興味・関心の広がりに関しては、朝の会の一日の目標設定の場面で「ねずみの

すもう」をあげていたり、家庭でも「ねずみのすもう」の話が出たりしていた。また、母親と校外宿泊学習

のしおりを見ている際、読み終わりに「めでたしめでたし～」と言う姿も見られた。 

他者との関わりの面では、「役割」があることで、教師だけでなく、他学年の友達との関わりができるよ

うになったことが大きな成果ではないかと考えられた。 
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〇指導目標に対する評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇２次実践の事例対象児 Bについて 

 
 

【考察】 

・役選びに自由度を持たせたことにより、自分の思いに合った役を選ぶことができ、主体的な表現につ 

ながったのではないか。 

・劇遊びを行ったことにより、友達の演技をよく見て、流れに沿ったセリフを言うなど、他者との関わ 

りを意識するような変容が見られた。 

【課題】 

・選択の理由をより具体的に伝えられるための手立てが必要。 

 

 

 

【知識・技能】 

〈国語科〉 

・昔話の読み聞かせや劇遊びを通して言葉の響きやリズムに親しむことができ、「めでたしめでたし」な

どの昔話特有の表現を気に入り、普段の生活でも使うことができた。 

【思考力、判断力、表現力等】 

〈生活科〉 

・劇遊びを通して友達と関わりをもち、きまりを守ったり、遊びを工夫し発展させたりして仲良く遊ぶ

ことができた。 

〈国語科〉 

・大小ねずみの相撲対戦では、お話の流れや内容を理解することができ、勝敗を意識して相撲を取った

り負けたねずみ役の友達に対して「全然ダメ。もちつくる。（から、食べて強くなって）」と台詞や動き

を自分で考え表現しながら演じたりすることができた 

【主体的に学習に取り組む態度】 

〈生活科〉 

・教師の支援を受けながら、友達の演技に合わせて自ら台詞を言うなど、自信をもって意欲的に取り組

むことができた。 

〈国語科〉 

・劇遊びを通して、楽しみながら思いや考えを意欲的に言葉で伝えることができた。 
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チ ２次実践のまとめ 

【成果】 

・自己調整学習のサイクルを組み込み、情報活用能力の視点を踏まえて個に応じた支援を行ったことで、 

児童の興味・関心を高めることができ、「やりたい」という気持ちを育むことができた。 

・自分で選んで役を決めたこと（＝目標を決めたこと）が、自己効力感を高めることにつながり、意欲的 

に取り組む手立てとして有効であると確認することができた。 

・よりわかりやすく児童に伝えるには、教師が見本を見せる、友達の様子を見る、一緒にやってみるなど 

の社会的エンゲージメントの項目「模倣」や「観察」という視点を踏まえた情報の提示の仕方が大事で 

あることが分かった。 

【課題】 

・自分自身の活動に対する振り返りができるように、活動の様子を映した動画や写真を見る機会を授業時間外 

に設定した。授業時間内に、より具体的に自分の活動を振り返ることができるような支援があるのか模索し 

ていきたい。 

 

３ 授業づくりの成果と課題 

 今年度の実践を通して、教科等を合わせた指導においても、自己調整学習のサイクルがマッチするという

ことが分かった。また、２次実践の成果にもある通り、自己調整学習のサイクルを組み込み、情報活用能力

の視点を踏まえて個に応じた支援を行ったことで、児童の興味・関心を高めることができ、「やりたい」と

いう気持ちを育むことができると実証することができた。授業づくりにおいては、単元を計画する前に、つ

けたい力を教師が共通確認していたことで、実践中の支援においも、全員が同じ目標をもって取り組むこと

ができたので、とても有効であった。 

振り返りの方法について課題も出されたが、振り返りは必ずしも授業の最後に行う必要はなく、次時の導

入で行ったり、授業時間以外の場面で行ったりしても良いのではないかと共同研究の先生よりご助言いた

だいた。今回の実践で、児童のタブレット端末内に、劇の練習の動画を入れておき、いつでも見られるよう

にしていたことは、とても有効であったのではないかと評価された。 

今回は児童個人のタブレット端末に動画を入れていたが、単元計画の中にあらかじめ自分たちが演じた

劇の様子を見る時間を設定し、みんなで様子を振り返る機会を設けることも有効ではないかと思われる。し

かし、動画に対する捉え方も実態に応じて違いもあるため、それぞれの児童にとって、より効果的な振り返

りにするために、実態を丁寧に把握し、活用方法を模索していく必要があると考えられる。 

 

４ ３年間のまとめ 
 本研究を通して、音楽、図画工作、体育の指導内容チェックシートの作成し、各教科の内容や目標を明確化す

ることができた。それにより、教師が内容や目標を意識して授業づくりを行えるようになってきている。 

 また、「目標設定」→「方略の選択」→「振り返り」という自己調整学習のサイクルに基づいた授業実践を行っ

たことで、一定の流れで授業が展開されることにより、児童が自ら試行錯誤を繰り返し、夢中になって制作に向

かっている姿が多く見られ、学びに向かう力が高まるということが実証された。情報活用能力に関わって、タブ

レット端末などの ICT機器の日常での活用の様子をよく観察し、どんなことができるのかを把握したで上で、授

業での活動場面を設定するようにした。それを生かして情報を適切に提示したり、環境設定を構造化したりする

ことが、自己調整学習を高める手立てとして有効であることが分かった。また、より個に応じた効果的な支援を

考えるため、情報活用能力の視点を踏まえて、「教材」「教師の関わり」「環境調整」「付加的な活動」という４つ

の視点をもって支援を実践し、成果を得た。 

 さらに、小学部段階では、特に感情的エンゲージメントと自己効力感を高めることが重要であると考えられた。

これらを高めるためには、「P（やりたい）→D（やってみた）→CA（できた）」の自己調整学習のサイクルを回す

ことが大事であると分かった。児童に「やりたい」という気持ちをもってもらえるよう、活動内容を分かりやす

く伝えたり、わくわくさせたりするような導入を工夫していくことが大切であると考えられるため、これからの

授業づくりで模索していきたい。 
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中学部の実践 
 

１ 学部研究の概要 
（１）前年度までの研究の成果と課題 
① 1年次（令和 4年度） 

・音楽、美術、保健体育の指導内容チェックシートを作成 

・音楽、美術、保健体育を中心に情報活用場面の分析 

・授業の目標を達成するために、どのように活用していくかが課題 

② 2年次（令和 5年度） 

・学びに向かう力と情報活用能力の関係についての分析 

・評価表による生徒の変容の見取り 

・生徒が目標を意識して取り組むための有効な支援の確認 

・他の学習場面での検証が課題 

 

（２）学びに向かう力について 

 中学部における「学びに向かう力」について、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（平成 29年）

総則、本校先行研究（平成 30年度学校研究）、中学部教育目標から検討をした。その結果、本校中学部

における「学びに向かう力」とは、「自分の考えや良さを伝え、学び方を工夫して課題を解決しながら、

協働して取り組む」ことであり、「協働」とは、具体的には、「個と集団の相互関係の中で自己調整をし

ながら内面を育てる」であると考えることができた。 

 

（３）情報活用能力について 

中学部における情報活用能力の様子と捉えを表にまとめた。中学部段階では学校生活全体を通じて情報

機器を活用する場面が多く、生徒の情報機器への興味や関心も高い。話し言葉よりも画像や文字の情報

が有効であることから今まで様々な授業で活用されてきている。3 年間の研究を経て今まで指導が不十

分であった情報整理スキルや情報分析スキルなどについても教師が意識して指導するようになってきた。 

 

（４）研究目的と研究方法 

① 研究目的 

総合的な学習の時間における「学習のプロセス」を明確にし、「学びに向かう力」と「情報活用   

能力」の双方に着目した授業を展開することで、「目標を意識して取り組む力」が高まることを検   

証する。 
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  ② 研究方法 

 コミュニケーション､集団参加､自己統制の実態が異なる生徒 2人を対象とする。 

 「学びに向かう力」と「情報活用能力」について、評価表を用いて記録する。 

 「学習のプロセス」を明確にして、「学びに向かう力」と「情報活用能力」の双方に着眼した授業
実践を行う。 

 研究の成果として「目標を意識して取り組む力」を設定し、事例対象生徒の「学びに向かう力」

と「情報活用能力」の変容から、その要因と有効な支援を検討する。 

 研究の成果を日常生活場面に般化させ、成果と課題を明確にする。 

   ③ 研究の流れ 

  

 

 

 

 

 ④ 評価・検証の指標  

ア 学びに向かう力 

「認知的エンゲージメント・社会的エンゲージメント評価表」による客観的評価から「目標設定」

「方略の選択」「振り返りの方法」の 3項目における「自己調整行動」と対仲間における「社会的

エンゲージメント」を、それぞれ 6段階で評価する。 

イ 情報活用能力 

     「情報活用能力体系表(山梨大学教育学部附属特別支援学校)」に基づき、７つのスキルを行動観

察から評定する。 

   ウ 目標を意識して取り組む力 

目標立てをしたり目標に向かって試行錯誤したりするための手段として情報活用能力を活用す

ることとして、「学びに向かう力」の認知的エンゲージメントと情報活用能力の関連について検証

する。また、「目標を意識する」ことと、「意識して取り組む」ことの内容を整理する。  

   エ 他の学習場面・日常生活場面への般化 

     他の教科等の学習場面や学年における日常生活場面で、自己調整学習のサイクルを意識した実

践を行い、指導内容や支援方法、生徒の変容を生徒による評価表やエピソードで検証する。 

  ⑤ 情報活用能力と総合的な学習の時間の学習のプロセスの関連 

順 プロセス 内    容 

１ 課題の設定 日常生活や社会に意識を向けた時に湧き上がってくる
疑問や関心にもとづいて、自ら課題を見つける。 情報検索スキル 

２ 情報の収集 具体的な問題について情報を収集する。 情報検索スキル 
情報整理スキル 

３ 整理・分析 
課題の解決にとって必要な情報を取捨選択したり、解
決の見通しに従って情報を順序よく並べたり書き直し
たりする。整理した情報を比較・分類して傾向を読み
取ったり、因果関係を見つけたりする。 

情報整理スキル 
情報分析スキル 

４ まとめ・表現 
相手や目的に応じてより分かりやすく伝わるように、
比較する、分類する、関連付けるなどの、「考えるた
めの技法」を活用しながら、より論理的で効果的な表
現を工夫する。 

情報整理スキル 
情報分析スキル 
情報発信スキル 
情報評価スキル 

５ 振り返り・改善 
他者との相互交流や表現による振り返りを通して、課
題が更新されたり、新たに調べることを見い出したり、
意見や考えが明らかになったりする。 

情報分析スキル 
情報発信スキル 
情報評価スキル 
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  ⑥ PDCAサイクルによる授業づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究の実際 

（１）実態把握 
本校中学部は、1年生６人､2年生５人､3年生 6人(男子 13人､女子４人)の合計 17人で構成されて

いる。S-M 社会生活能力検査結果では、基本的生活習慣やコミュニケーションに関する支援を必要と

する生徒が多いことがわかった。集団参加や自己統制面では個人差が大きく個に応じた支援を行う必要

がある場合が多いことがわかった。 

 対象生徒は、コミュニケーション、集団参加、自己統制の検査項目に着目し、発達年齢が上位、下位

から生徒を 2 人選定した。対象生徒 A はコミュニケーション面が高く、状況や自分の気持ちを伝える

ことができる。集団参加の数値も高いが自己統制する力が低く、意に沿わないことがあると感情的にな

ることがある。周囲の意見を受け入れたりやりとりをしたりする力が高まっている。対象生徒 B は集

団参加ができるものの、コミュニケーション能力や情報収集や整理・分析の力も低く見通しのもてない

ことに対する不安感が強く、活動に対し興味や関心をもちにくい。自己統制力に関しても友達がルール

を守らないときは気になって話しかけ続ける、やりたいことが止められた時は不安定になることがある。

表は中学部の情報活用の視点と生徒 A・生徒 Bの情報活用の様子である。 
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 （２）評価表の作成と評価 

 作成にあたっては、総合的な学習の時間にお

け   る自己調整行動の評価方法の「目標設

定」「方略の選択」「振り返りの方法」は、学部

で検討した「振り返りの順番と支援方法」を参考

にした。「目標設定」は振り返りの方法と連動す

るようにした。「方略の選択」は、総合的な学習

の時間の「考えるための技法」を参考にした。 

 評価にあたっては、支援担当者が評価し、その

後、学部全体でビデオ分析を行いながら評価の

妥当性について検討した。研究対象生徒のみで

はなく、他のコンビの様子もエピソードとして

確認するようにした。また、社会的エンゲージメ

ントは研究の目的から、他者評価と協働の話し

合いにポイントをおいて評価することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●振り返りの順番と支援方法           ●考えるための技法 



32 

 

（３）中学部の総合的な学習の時間 

①総合的な学習の時間の捉え 

総合的な学習の時間を課題解

決型の学習とし、よりよく問題解

決をし、解決していくための資質・

能力を育成する時間と捉えた。学

習は、予期せぬ課題解決の理解、予

期せぬ課題への取組、課題解決の

振り返りと改善へと発展してい

く。具体的には、PDCA サイクル

として、P を課題に対して解決の

予測を考えたり予期せぬ課題を課

題だと把握したりする段階、D を

予期せぬ課題の解決に参加する段階、 

CAを課題解決の振り返りを行い、 

改善策をもつ段階と考えた。ま

た、本校先行研究から自己理解に

は段階性があることが分かってい

る。まず、仲間との共同活動への参

加の段階、次に仲間への意識や仲

間からの称賛を受けて他者に向か

う段階、さらに仲間の中の自分に

ついて考えたり相互評価を受け止

めたりして自分について考え直す

段階である。 

これらを総合的な学習の時間に

反映させるために、本校キャリア

教育全体計画から中学部のキャリ

ア教育重点目標を考え、中学部 3 

年間で学習する内容を､自己理解、課題解決、キャリアプランニングと年次毎に取り組むこととした。 

本年度は自己理解・自己管理能力に関する学習を行う。 

  ②総合的な学習の時間の見方・考え方と中学部の学びに向かう力との関連 

 小学校学習指導要領解説にある総合的な学習の時間にある見方・考え方は、「各教科等における見方・

考え方を総合的に働かせる、事象を多様な角度から俯瞰して捉える、課題の探究を通して自己の生き方

を問い続ける」と記されている。中学部の学びに向かう力「自分の考えや良さを伝え、学び方を工夫し

て課題を解決しながら、協働して取り組む。協働とは、個と集団の相互関係の中で自己調整をしながら

内面を育てる」に照らし合わせると、「事象を多様な角度から俯瞰して捉える」は、「学び方の工夫」、

「課題解決」、「自己調整」と関連が強い。また、「自己の生き方を問い続ける」は、「協働」する中で

の「生き方」であり、「考えや気持ちの表現」を行うことで更に「自己調整」を行い「内面の育ち」を

目指すことができる。 

 

 

本年度の総合的な学習の時間の展開 
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（４）授業実践の様子 

①第１次実践：単元１「コンビレクをしよう」の概要 

年度始めに、新しいコンビの仲間を知り､自分のことを表現したり、互いのことを知ったりする

ことをねらいとした。5月 9日の 1回目の授業では、タブレットを使っての自己紹介、コンビの

シートの作成、コンビ写真の撮影など

を行った。5月 16日、23日の授業で

は、コンビレクの内容の話し合い、コン

ビレクの準備、コンビレク、シートの作

成を行った。 

 

  

② 第１次実践：単元２「自分の身体とゆめポーズ」の概要 

   ア 単元計画（自分の好きなことや夢・あこがれを表すポーズを考えて等身大の絵に表現する） 

期日 題材名 活  動  内  容 

5/30 
ゆめポーズ

を考えよう 

・自分の好きなことや夢・あこがれ、それを表すポーズを考える。 

・互いに写真を撮り合う。手形を描いて制作のイメージをもつ。 

6/6 
ゆめポーズ

を考えよう 

・紙の上に横になってポーズをとり、写真を撮り合う。 

・どんな自分になりたいかが表現できているかアドバイスし合う。 

・ポーズを考え直し、そのままか変えるか判断する。 

6/13 
ゆめポーズ 

を描こう 

・紙の上でポーズをとり輪郭を互いに鉛筆で描く。描いたものを撮影し、

ポーズの写真と比較する。次回に向けて準備するものを考える。 

6/27 
ゆめポーズ 

を考えよう 

・鉛筆描きしたものをクレヨンでなぞる。 

・撮影し、タブレットで着色のイメージをもつために下描きをする。 

7/4 
ゆめポーズ 

を描こう 

・タブレットで下描きをしたものを参考に、実際に紙に着色する。 

・どうしたら、どんな自分になりたいかが表現できるか確認をする。 

 

ワークシート（生徒 B） 
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イ 生徒 Bの学習の展開 

5月 30日は、いろいろなイラストの中から、教師とのやりとりを通して夢やあこがれ、それを

表すポーズを決めることができた。6月 6日は、はじめはポーズを変えないこととしたが、教師や

仲間からアドバイスや提示されたイラストなどからポーズを変えることとした。6月 13日は、写

真撮影や大きい紙の絵を持つときなどに、仲間に自分から声をかけるようになった。教師とのやり

とりでイメージが一層高まった。6月 27日は、輪郭をなぞる際は自分から色を変える、活動の区

切りに｢よし｣と言うなど、活動を理解して、自分から取り組むようになってきた。7月 4日は、下

絵によりベルトやマントも描こうと目標を決めることができた。塗るより切ることを優先させるな

ど手順も考えながら取り組んだ。カード活用も有効になってきた。 

 

 

 

   ウ 生徒 Bの評価表の結果 

考察として、本人の興味や関心が

高い題材を設定すること、視覚支

援の準備をしっかりとしておくこ

とが本人の判断や表現に有効であ

ることが分かった。また、1対 1で

あれば仲間とのかかわりがもちや

すかった。話し合いや表現のため

のカードの使用を始め、活用への意識が高まった。支援の課題として、視覚支援や教師とのやりと

りの工夫や支援の手順の検討を行う必要があること、かかわりがもちやすい 1 対 1 の仲間との関

係を充実させていくこと、表現のためのカードを日常生活場面でも活用していき、自分から表現で

きるようにしていくこと、相手を意識しやすい場の設定を考えることが大切であると確認された。 

 

①６/６  ②６/１３  ③６/２７  ④７/４ 

ワークシート（生徒 B） 
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   エ 第 1次実践のまとめ 

     成果として、以下の 4点があげられた。 

 視覚支援の有効性を再確認することができた。 

 学びに向かう力と情報活用能力の視点をもっ

て生徒の実態を把握し、学部内で共通理解する

ことができた。 

 評価表の様式を検討し、教師が評価の視点をも

つことができた。 

 ビデオ分析や評価表の検討を学部全員で行うこ

とで、評価を妥当なものとすることができた。 

 

課題として、以下の４点があげられた。 

    ・目標設定、方略の選択、振り返りの支援方法をさらに検討し、実践できるようにしていく。 

・集団でのやりとりの場を増やし、集団の質を学習場面により変えていくように検討する。 

・総合的な学習の時間における学びに向かう力と情報活用能力との関連について検討する。 

・日常生活における振り返りの般化を検証する。 

 

   オ 発達段階を踏まえた支援方法の検討 

第 1 次実践を終えて、学部で

支援方法の見直しや文献研究を

行った。目標設定、方略の選択、

振り返りの支援方法を検討する

ために、S-M社会生活能力検査

の自己調整学習に関する項目の

発達段階を確認した。中学部に

は発達段階指標ⅠからⅤの生徒

がおり、生徒 AはⅤ段階、生徒

B はⅡ段階であることが再確認

された。生徒 Aは子ども同士の

関わりや自分の意見を述べるこ

と、計画的に行動することがで

きることから、この良さを更に

生かしていくことが大切である

と分かった。また、生徒 Bは簡

単な言葉で伝えること、見たり

聞いたりしたことを話すこと、

順番を意識できるようにするこ

とが支援のヒントになると考え

られた。先行研究(H30年度)で

は、学びに向かう力について効

果的な支援方法や言葉がけにつ

いて確認をした。 

生徒 A夢ポーズ        生徒 B夢ポーズ 
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③第 2次実践：単元３「自分らしい表現をコンビの仲間とつくろう」の概要 

  ア 単元目標 

   

イ 単元計画･･･自分の好きなことや夢・あこがれを考えてコンビで協力して発表する。 

期日 題材名 活  動  内  容 

９/５～

9/20 

(5回) 

コンビ発表を 

考えよう 

・なりたい自分の表現計画(テーマ、台詞、動き、準備するもの、 

曲)を考える。 

・タブレットで調べたりコンビのアドバイスをもらったりする。 

・コンビで個々の表現やコンビ発表の流れを話し合う。 

・道具を準備したり、台詞や動きを練習したりする。 

９/25～ 

10/3(6回) 

コンビ発表の練

習をしよう 

・コンビ発表の流れを意識して練習をする。 

・動画を見て発表の修正点やコンビの協力の様子を話し合う。 

・必要な道具を更に作ったり、台詞や動きを修正したりする。 

10/7～ 

10/9(3回) 
全体練習 

・台詞や動きなどを更に改善する。 

・友達の表現のよいところを見つける。 

10/10 
きりの子まつり

発表 
・コンビ発表（その他に全員での表現、ダンス、歌） 

10/15 
きりの子まつり

を振り返ろう 

・劇発表の鑑賞をする。 

・他のコンビのよいところを話し合う。 

・振り返りシートで自分の表現を振り返る。 

知識及び技能 
劇中のコンビ発表をするための活動において、必要な動きや台詞などを理解す

ることができる。 

思考力、判断力、 

表現力等 

コンビや自分の課題を見出し、その課題に対応するための方法や活動を考えた

り試行したりしながら表現しようとすることができる。 

学びに向かう力、 

人間性等 

自分で考えた目標に対し、主体的・協働的に取り組んだり活動を振り返ったり

する中で、コンビの仲間とよりよい発表にしていこうとすることができる。 

授業づくりの効果的な支援 効果のある話し方や言葉がけ 
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  ウ 生徒 Aの活動の展開「人類を守る兵士」 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
エ 生徒 Aの評価表の結果 

   考察として、教師の直接的、間接的  

言葉がけを受けて関わることが多かっ

たが、周りの仲間の様子や発言から考

えて自分から関わるようになってきた

ことがあげられた。活動の見通しをも

つことができ、安定して目標設定を行

うことができた。振り返りの方法に対

する理解が深まり、よかったところや

課題点を明確に考えることがでえきるようになってきた。支援の課題として、振り返りや話し合いの時

間の確保や設定が難しいことが多い。また、集団の人数が少なくなったことから、関わりを増やしてい

くことが難しかったことがあげられた。生徒からの適切なアドバイスを引き出すことが難しいときがあ

った。他者評価をどのように充実させていくかが課題となる。 
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オ 生徒 Bの活動の展開「かっこいいガッチャー○」 

 

 

 

 

 

  カ 生徒 Bの評価表の結果 

 考察として、総合的な学習の時間に

対する見通しが立ち始め、目標設定か

ら振り返りまでの流れが分かるように

なってきたのではないかと考えられ

た。仲間の様子に興味や関心が向いて

きて他者評価や協働の話し合いの場面

が見られるようになってきた。表現の

ためのカードの使用を工夫することで

話し合いができるようになってきた。支援の課題としては、単元の後半になると、活動が安定し見通し

がもてるようになって目標設定ができるようになったり、関わりが増えたりすることから、見通しをも

ちやすくする工夫を行うことが大切であることがわかった。また、表現のためのカードを日常生活場面

でも活用していき、自分から表現できるようにしていくことが大切であると考えられた。  
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 キ 第２次実践のまとめ 

成果としては、以下の３点があげられた。 

・コンビ活動での関わりが多くなり、互いの様子を理解できるようになってきた。 

・総合的な学習の時間のワークシートの様式を「めあて」「めあてのための作戦」「振り返り」とし、

視覚的に分かりやすいものやイラストで選ぶことができるものにした。めあてから振り返りの流れ

を意識できるようになってきた。 

・ビデオ分析や評価表の記入に対する見方がよくなってきた。 

   課題としては、以下の４点があげられた。 

・目標設定、方略の選択、振り返りの支援方法を具体的に検討し、実践できるようにしていく。 

・集団でのやりとりの場を一層増やし、互いにアドバイスし合えるグループ作りを行う。 

・生徒の学びに向かう力を更に深め、社会的エンゲージメントの向上を目指す。 

・日常生活における振り返りの般化についてまとめる。 

 

④第３次実践：単元４「ステキな自分ショーをしよう」の概要 

   ア 単元目標 

知識及び技能 
ステキな自分のコンビ発表をするための活動において、必要な動きや

台詞などを理解することができる。 

思考力、判断力、

表現力等 

ステキな自分を発表するためのコンビや自分の課題を見出し、その課

題に対応するための方法や活動を考えたり試行したりしながら表現

しようとすることができる。 

学びに向かう力、

人間性等 

自分で考えた目標に対し、主体的・協働的に取り組んだり活動を振り

返ったりする中で、コンビの仲間とよりよい発表にしていこうとする

ことができる。 

 

 イ 単元計画･･･自分の好きなこと・あこがれを更にステップアップさせて考えて発表する 

期日 題材名 活  動  内  容 

10/17～ 

11/28 

(６回) 

ステキな自分

を発表する準

備をしよう 

・ステキな自分の表現計画(テーマ、台詞、動き、準備するもの、 

曲)を考える。 

・タブレットで調べたり、コンビのアドバイスをもらったりする。 

・コンビで個々の表現やコンビ発表の流れを話し合う。 

・道具を準備したり、台詞や動きを練習したりする。 

12/4～ 

12/12 

(2回) 

ステキな自分

ショーをしよ

う 

・コンビ毎にステキな自分を発表する。 

・「ステキなコメントタイム」で、友達の発表に対して感想をタ 

ブレットに入力する。 

・入力したコメントを発表する。 

12/17 

ステキな自分

ショーを振り

返ろう 

・ワークシートで、自分らしい表現、協力したこと、目標達成レ 

ベル、工夫したこと、友達の発表でよかったところ、やってみ 

たい発表、ステキな自分になるために学校生活でがんばりたい 

ことについて考えてまとめた。 

1/1６ 
夢単元の 

まとめ 

・1年間の活動を振り返り、一番チャレンジしてみたこと、これ 

からチャレンジしたいことをワークシートにまとめ、全員のワ 

ークシートを集めて図鑑を作る。 
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 ウ 生徒 Aの活動の展開「かっこいい動きを練習するスケボーの選手」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  エ 生徒 Aの評価表の結果 

考察としては、目標設定、方略

の選択、振り返りの方法で自分な

りのやり方が確立し、目標設定か

ら振り返りのサイクルがしっか

りとしてきたと捉えることがで

きた。他者評価、協働の話し合い

の数値の変化はないが伝え方が

やさしくなる、伝える内容が肯定

的になる、全体を見る意識が高まるなどの様子が見られるようになった。支援の課題としては、状況

に応じた自発的な他者とのかかわりがまだ少ないので、支援方法を考えていく必要がある。目標を

考えた理由を添えて発言する、方略の方法を増やすなどのステップアップを図った支援が必要にな

ってくる。また、リーダーシップを発揮する場面を増やしていくことも考えていくことが大切になる。 
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  オ 生徒 Bの学習の展開「オリジナルラーメンをつくるぞ」 

 

 

 

 

 

カ 生徒 Bの評価表の結果 

 考察として、表現活動に対す

る興味や関心、意欲が高まり、

目標設定する力が伸びたこと

が考えられた。仲間とのかかわ

りが広がったことから、関わり

を生かした方略を選択するよ

うになった。また、仲間に対す

る興味や関心が更に高まり、他

者評価を自分から行う場面が見られるようになった。支援の課題としては、単元の後半になると、活

動が安定し見通しがもてるようになって、目標設定や振り返りができるようになったことから、他の

学習場面でも見通しをもちやすくする工夫を行うことが大切であると考えられた。他者評価の伝え方

がやさしくなったので、生活場面にも般化させていくようにしていきたい。 
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 キ 他者評価 「ステキな自分ショー」のコメントタイム 

 一人一人の発表のあとに、タブレット

のパワーポイントアプリのシートに感想

を書き込んだり、実際に発表をしたりし

た。即時評価をされることで、達成感を

もつことができた。また、全員がいろい

ろな意見を聞いて、更に考え感想を深め

ることができた。 

 

  ク 第３次実践のまとめ 

   成果としては、以下の３点があげられた。 

・ 目標設定、方略の選択、振り返りの支援

方法をコンビごとに検討しまとめること

ができた。 

・ 総合的な学習の時間のワークシートの「めあて」「めあてのための作戦」「振り返り」の項目を第

3次実に合うものに変更し、協力する意識を高めることができた。 

・ 関わりが増える、自主性が高まるなど、集団の質が変わってきたことから、支援方法の見直しを図

ることができた。 

   課題としては、以下の３点があげられた。 

・ 自己調整学習の研究をこれからも進める必要があることから、来年度に向けて、総合的な学習の時

間の見直しを図ること大切である。 

・ 教師の中で、中学部としての学びに向かう力についての考え方を共通理解する。 

・ 他の学習場面や日常生活における自己調整学習について更に実践を積み重ねる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学部研究の考察とまとめ 

(1) 学びに向かう力と情報活用能力の関連表の作成 

2年次の実践の中で、学びに向かう力の 5項目と情報活用能力の 7項目の関係をまとめた表を作成

した。この表の作成により、学びに向かう力のどの項目でどのような情報活用をしたらいいのか支援の

指針とすることができた。この表の項目について、４段階で生徒の変容を見取ることとした。この評価

は、数人での見取りを総合的に判断したものである。 

  

（２）生徒 Aの変容と他の学習場面の変化 

生徒 Aは、特に、認知的エンゲージメントと社会的エンゲージメントに向上が見られた。 
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変化がない(色なし)、既にあったが向上した  、向上した  、向上が顕著であった 

学級での振り返りでは、自分からめあてや振り返りを書くようになり、「振り返りで○が 2 個ある

ときはレベル５，○が個のときはレベル４、△があるとレベルは下がる」とルールを考えて友達に伝え

た。選挙の学部練習では友達のアドバイスを自分でメモ書きして、特に笑顔と大きい声に心がけた。道

徳では、「すきなキャラクターのいいところ」の学習で、キャラクターが目標に向かってがんばってい

るところに着目し、自分も目標に向かってチャレンジすることを考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットの操作スキルは元々高かったが、操作方法を教え合ったり相談したりする場面が見られ

るようになった。情報分析スキルでは、仲間の気持ちや表現を理解し、仲間や教師の考えを取り入れな

がら多角的に考えるようになった。情報発信スキルでは、めあてを意識して表現方法を工夫し、仲間の

表現から課題を見つけて、思ったことを伝えるようになった。情報評価スキルでは、自分が考えた評価

を仲間に伝えたり、仲間の評価を柔軟に受け止めたりするようになってきた。仲間との協働学習により、

相手の気持ちや表現を考えたり伝えたりする力が高まり、認知的エンゲージメントと社会的エンゲージ

メントが向上した。 
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（３）生徒 Bの変容と他の学習場面の変化 

   特に、認知的エンゲージメント、行動的エンゲージメント、自己効力感に向上が見られた。 

学級での振り返りでは、繰り返し行うことで振り返りの方法の理解が高まり、一日の中でがんばった

ことの細部を思い出して、ジェスチャーを交えて伝えようとしたり、教師とやりとりする中で二語文で

伝えたりすることができるようになった。国語では、平仮名の読める文字数が増えたことで、読めると

いう達成感や自信をもつことができるようになり、各教科等にも意欲的に取り組むようになった。給食

後の歯磨きの場面では、自分からタイマーを持ち、友達に対して「始めるよ」「いくよ」などの声をかけ

て友達と一緒に歯磨きを始めるなど、生徒同士での自然なやりとりをする場面が増えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報検索スキルでは、めあてに合った情報に注目し、自分から検索したり関連するものを調べたりす

るようになった。また、情報収集することを楽しみに取り組んだ。情報発信スキルでは、めあてに関する

発表方法を自分で考え、工夫して表現するようになった。言葉や動きで伝えることができると実感し、

発表を楽しむようになった。情報評価スキルでは、自分や仲間の表現に対する興味や関心が高まり、生

活の中でも姿勢や見方が変化してきた。伝えることや伝わることに達成感をもち、表現に対する興味や

関心が高まったことで根気よく取り組み、認知的エンゲージメント、自己効力感が向上した。 
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 （４）自己調整学習に有効な支援 

総合的な学習の時間の実践を総括し、それぞれのコンビで行った目標設定、方略の選択、振り返りの

ための具体的な支援を、教材、教師の関わり、環境調整の観点で表にまとめた。目標設定では、個に応じ

た視覚的な情報を分かりやすく提示することや環境を整えて自分から目標に気付いたり考えたりするこ

とができるようにすることが大切であると考えられた。方略の選択では、目標を達成するためにどうし

たらいいか考えることができる準備や環境調整や必要であることが分かった。また、生徒同士の関わり

の設定や目標が変わったり発展したりしたときの教師の関わりに工夫が必要であることが確認された。

振り返りでは、活動内容やよかったところ、改善点などを集団で共有することの大切さを実感すること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 3年間のまとめ 

（１）学びに向かう力×情報活用能力について 

授業実践を通して、学習のプロセスを踏むこと、目標設定と課題意識の持続、授業ごとのめあてに加

え、振り返りやまとめを工夫することで学びに向かう力が一層高まることが実感された。また、中学部

めあてと振り返りのためのカード 

感想や気持ちを伝える言葉カード 

感想カード 

花丸カード  グッドカード ドロップタップ 
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段階において、認知的エンゲージメントと社会的エンゲージメントを特に高めること、発達段階が初期

の段階では自己効力感を高めることが大切であることが分かった。さらに、学びに向かう力を高めるた

めには、どのような情報をどのように提示するかが大切であり、整理や分析のための支援、振り返りの

方法を個に応じて準備することが必要であることが分かった。今後の課題としては、自己調整学習を更

に深めるために、学習内容、支援方法、集団の質、環境調整について更に検討していくことが必要であ

る。総合的な学習の時間の見直しを行い、学習のプロセスを意識した授業実践を行う中で教育課程の検

討を行いたい。これから更に、学びに向かう力を高めるための各教科等の授業づくりを発展させていき

たいと考える。 

 

（２）目標を意識して取り組むことのできる子どもの育成について 

 「目標を意識して取り組む」については、「目標を意識する」と「意識して取り組む」に分けて考え

る必要があった。「目標を意識する」ことについては、めあてと振り返りの時間設定とワークシートの

活用、活動の途中でのめあての再確認と振り返り、めあての修正や追加による課題の発展、めあてを達

成できた成功体験の積み重ねが大切であることが確認された。また、「意識して取り組む」ことについ

ては、めあてに合った情報の活用、活動しながらのよったところと課題点の確認、自分たちで考え工夫

することができる題材の設定や、手順表、ワークシート、選択肢、教師や仲間の表現、タブレットの活

用、道具や材料、即時評価など情報の提供、集団で互いを理解し合いながら伝え合える人間関係作りな

どが大切であることが分かった。この両者は相互に関連し合い、情報活用の視点を取り入れることで、

さらに有効な支援に結びつくことが検証された。 

 

 

付記１ 他の学習･日常生活場面への般化 

 総合的な学習の時間の授業づくりの取組を生

かし、各教科等や学級で、目標設定、方略の選択、

振り返りにおける支援を工夫した。教科等による

特性から、学習によって目標設定をしっかりと行

う、方略の選択でめあてが変化する中での支援の

工夫が必要になってくる、振り返りの中で次回の

めあても意識する、個別の教育支援計画に反映さ

せるなど、いろいろな取組を実践することができ

た。今後、更に各教科等の授業づくりを工夫して

いく必要がある。 
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付記 2 総合的な学習の時間の見直し 

 昨年度、実技教科の美術で自己調整学習のサイクルが回ったことを踏まえ、今年度は総合的な学習の時

間（課題解決型の授業）で自己調整学習のサイクルが結び付くのかについても検証することを目的とし、

一年間実践に取り組んだ。本校中学部の総合的な学習の時間は、平成３０年度より学部研究としてキャリ

ア教育を踏まえた学習内容の確立を目指して授業実践を行った上、平成３１年度より「課題解決型の授業」

として創設されたものである。 

年度始めや小単元の取り組み始めには学習活動への見通しをもつことが難しく、自己調整学習のサイク

ルを回す以前に、学習への取り組み自体に困難が見られた。特に昨年度の経験がない１年生や重度の生徒

にその姿が見られた。しかし、一つの大きな課題に向けてどう進んでいけばいいかが分かり始めると、そ

の課題に対して見通しをもって実際に準備をしたり、練習を繰り返したりしながら対応していこうとする

姿が見られるようになった。その中で課題解決のための具体的な方略を選択することに、特に支援を必要

とする生徒において困難が見られた。それに対しては、教師が個々の実態を把握したり考慮したりして方
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略の選択となる素材を用意しておいた上、教師の誘導ではなく、生徒自身が考えたり対応しようとしたり

できるような支援（提示の仕方の工夫、間接的な言葉がけ等）があれば、それぞれの実態に合わせた中で

課題に対応・解決するための方略を選択していくことはできた。また、大きな集団の中では他者とのやり

とりや自己表現が難しい生徒を考慮した少人数のコンビ活動においても、新入生との関係性が構築されて

いない年度始めには、学年を超えて形成されているコンビにおいて、やりとりが難しく部分があり、社会

的エンゲージメントの評価も低かった。しかし、コンビでの学習活動が進むにつれ、活動そのものの見通

しをもったり、課題に対応・解決するための手段を獲得したりし自信をもっていく中で、仲間の学習活動

に対しても意識を向けるだけの気持ちのゆとりも生まれていき、そのことでお互いの活動に対し具体的な

アドバイスや感想の伝え合い、コンビで協力しながら発表内容の構築を行うなど、やりとりの深まりが見

られた。総合的な学習の時間以外の場面においても、コンビを中心とした学年を超えた生徒同士のやりと

りが見られるようになった。このように活動の方向性に対して見通しをもち、安心できる関係性を構築で

きた少人数で同じコンビの仲間とのやりとりを通し、課題に対しよりよい方向にしようと内容を発展させ

ていこうとする（同じ学習活動に繰り返し取り組んでいく中で）自己調整学習のサイクルは働いていった。

自己調整学習のサイクルは総合的な学習の時間の中でも行われていくと考えられた。 

それを踏まえ、次年度も中学部としては、総合的な学習の時間を研究対象としていくことを検討してい

るが、中学部研究紀要（ｐ１９）４－（１）にもある通り、PDCAサイクルに基づき総合的な学習の時間

の指導計画や学習内容について見直しを行っていきたい。 

実践後の学部内のカリキュラム・マネジメントにおいて３つの大きな課題が取り上げられた。一つ目は、

「なりたい自分・あこがれの姿を思い描くこと」についてである。学習活動の方向性としては概ね問題はな

かったが、生徒たちが自分の夢や憧れの姿を思い描いていく（探究していく）時間そのものが十分に確保

できていなかった。探究活動は総合的な学習の時間にとって一番要となるものである。また、令和５年度

に行った実践との違いが分かりにくく、内容的な重なりがあったとの反省もあがった。 

二つ目は「自己理解」の深まりの見取りについてである。探究活動の時間が十分に確保できなかった反

省はあるものの、生徒達はそれぞれ自分の夢、憧れを探究し、いろいろな自分を知ろうとすることはでき

ていた。しかし、年度始めには「自分を知ろう＝自分の得意・不得意」と提示していたが、年間を通して、

そのテーマ（得意・不得意）について探究をしていく方向性にしていくことができなかった。 

三つ目は「他者評価の取り入れ」についてである。コンビ内でアドバイスや感想を伝え合う評価をし合

う場面はある程度定期的に設定することはできた。しかし、コンビ内の実態によっては、一緒に活動に取

り組むこと（お互いの活動を見合うこと）や話し合い活動が難しいコンビもあった。また、第３次実践単

元４「ステキな自分ショー」の最後に学部全体で評価し合う場面を設定することはできたが、その他の単

元では時間的に設けられず、コンビ内での評価だけになってしまっていた。さらにかかわりが学部内の生

徒と教師のみで限定的になってしまっているという反省もあがった。多様な他者の意見を取りが、最後の

単元（ステキな自分ショー）では取り入れることができた。 

上記の３つの課題を踏まえ、学部内のカリキュラム・マネジメントを経て以下を項目について見直しを

図っていくこととした。 

 必要な時間が確保できるよう授業構成や年間の授業計画の見直しと調整を図っていくこと 

 ３年間の学習内容のサイクルについて構成の見直しを行うこと 

 年度始めにキャリア教育計画の各領域で目指す生徒像・身に付けさせたい力を十分に確認した上、テ

ーマ設定の詳細決定や年間を通した振り返りの柱を設けること 

 コンビ以外の仲間からも評価をもらう場面を定期的に設定していくことやコンビの編成について見

直しを行うこと 

 もっと広いかかわりを行っていけるような単元計画の検討を行うこと 

総合的な学習の時間はキャリア教育の「自己理解」「課題対応」「キャリアプランニング」の３つの領

域に合わせた学習内容について３年間のサイクルで回していけるよう構築されている。しかし、平成３１

年度末の新型コロナウィルスの流行に伴う教育活動の制限の影響もあり、様々な制約がある中でその時々

に考えられた学習内容がベースのままとなっていた。また、文部科学省のカリキュラム・マネジメントの

中でも子どもたちに「生きる力」を育むための基本の考え方は「よりよい学校教育がよりよい社会を創る」、
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そのために、「社会に開かれた教育

課程」の実現に向けた取組を構想

する必要性があるとうたわれてい

る。それらのことを踏まえ、総合的

な学習の時間の３年間の学習内容

を再構築した。（図 ※１）３年間

の学習内容の基盤となるものとし

ては、これまで同様キャリア教育

の３つの領域を軸としていくが、

身に付けさせたい力については生

徒の力の高まりの見取りを明確に

できるようにしたり、学習内容が

重なることがないようにしたりし

ていくことを考慮し、見直しを行

った。（図 ※２）尚、人間関係形

成・社会形成能力についてはこれま

で同様、全ての学習場面で取り扱っ

ていくものとして定義づけていく

とともに、学部内の人間関係に留め

ず外部の関係者を取り込んだ学習

内容を行っていくことでその能力

についてもより高めていけるよう

にしていきたいと考える。 

 また、学習形態についての見直

しについても学部内カリキュラム・

マネジメントの中で実態別に分け

て考えることも意見として挙がっ

たが、多様性を尊重し、共生社会の

実現を目指していくことが求めら

れる中で、実態別に分けるのではな

く、これまで通りのコンビ編成を行

うことが確認された。ただし、多様

な考え方、他者評価を受け止めなが

ら探究活動を深めていけるようコ

ンビ学習だけでなく、場合によって

生単班で行う場面を取り入れたり、

取り出しでリーダー的存在の生徒

同士の話し合いを行ったりするな

ど柔軟な学習形態をとっていくこ

とが確認された。（図※３） 

 今回の研究・授業実践を基にし

たカリキュラム・マネジメントから

導き出されたものを来年度の指針

としながら、テーマや学習内容の設

定や探究活動を行える支援方法や

環境設定、さらに様々な人とのかか

わりの中で自己調整学習のサイクルを回していけるような工夫などについてさらに検討していき、学びに

向かう力を高めていけるような実践を行っていきたいと考える。 
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高等部の実践 

１ 学部研究の概要 

 

（１）前年度までの成果と課題 
 
〇昨年度までの研究より 

 

学びに向かう力の定義 

目指す姿： 

・他者と協働しながら、自ら考え、課題意識をもち、行動する 

大切にしたいこと： 

・様々な集団や社会の中で、自分のできることや意義を見つけ、自己有用感をもつこと 

・自分なりの目的をもって働く意欲につなげること 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

(２) 学びに向かう力について 

昨年度の成果と課題を踏まえ以下の①②に着目して実践することとした。 

① 「目標設定によって学びに向かう力を引き出す」「自己調整しやすい授業づくり」を引き継ぎつつ、「適

切な評価規準の設定」の精度を上げて、より認知的エンゲージメントを向上させること。 

② 「仲間との協働による学びに向かう力の高め合い、生徒間でのやりとりの質の向上」という社会的エン

ゲージメントの向上させること。 

 

 

 

〇学びに向かう力の定義を踏まえ２つの実践を行った。 

１次実践 保健体育科 陸上競技「走る運動とバトンパス」 

２次実践 音楽科「班の CMソングを作ろう」 

２つの実践から以下の成果と課題がでた。 

 
学部目標と照らし合わせることで、 

学びに向かう力を以下のように捉えた。 

成果 

・目標設定によって学びに向かう力を引き出すことができた。 

・自己調整しやすい授業づくりができた。 

 

 

反省 

・適切な評価規準の設定の難しさ。 

・仲間との協働による高め合い、生徒間でのやりとりの質の向上。 

 認知的エンゲージメント 

 認知的エンゲージメント 

 社会的エンゲージメント 

 ルーブリック評価の項目立て 
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(３) 情報活用能力について 

 情報活用能力については、昨年度と同じ枠組み＜表１：情報活用能力実態把握表＞を使うこととした。指

導や支援を考える上での情報源としての観点と、実践の中で見られた実態の観察を目的として作成した。 

 

＜表１：情報活用能力実態把握表＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(４) 研究方法 

今年度は、認知的エンゲージメントだけではなく社会的エンゲージメントにも重点をおいて研究を進め

ていくこととした。そのために①授業について、②評価表についての検討を行った。 

 

① 授業について 

実践する教科については作業学習とした。理由としては、認知的エンゲージメントの向上を目指すため

「自己調整する場面をつくりやすい」こと、社会的エンゲージメントの向上を目指すため「仲間との協働

関係を継続的に作りやすい」という２点があげられた。詳細については下の表＜表２：実践する教科とし

て作業学習を選んだ理由＞にまとめた。 

 

＜表２：実践する教科として作業学習を選んだ理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

自己調整する場面をつくりやすい：認知的エンゲージメントの向上 

・生徒自身が目標設定をしやすい。（数値や見た目で善し悪しがわかりやすい） 

・同じ活動内容を繰り返すことができる。（自己調整が期待できる） 

・生徒自身が評価基準の設定をしやすい。（数値や見た目で善し悪しがわかりやすい） 

仲間との協働関係を継続的につくりやすい：社会的エンゲージメントの向上 

・目標設定を明確にできる。（仲間同士で目標を共有しやすい） 

・同じ活動内容を繰り返すことができる。（人間関係の深まりを期待できる） 

・報告、連絡、相談を通して、決まった言葉でのやりとりができる。 

（声をかけるタイミングや相手を固定できるので、安心してやりとりができる。） 

・評価を明確にできる。（仲間同士で評価を共有しやすい） 
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② 評価表について 

昨年度の実践より、評価表においてルーブリック評価を行う場合、妥当な基準作りの難しさがあげられ

た。今年度は、ルーブリック評価の評価項目を設定する際に事例生徒 Aの普段の実態を基本とした。その

項目を２,３の項目とし、そこに普段よりも良い姿を４、低い姿を１とした。 

また、社会的エンゲージメントの向上もねらっていくためルーブリック評価を設定した。見ていく項目

としては「言語」によるやりとり、「非言語」によるやりとり、「代替手段」によるやりとり、「協働や助

け合いの姿」とした。また、各項目について「やり」「とり」の項目を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・目標設定、方略の選択、振り返りの方、

において、事例生徒 Aの実態をもとに項

目１～４を設定した。 

・社会的エンゲージメントの向上もねらう

ため、ルーブリック評価を設定した。 

 

・「社会的エンゲージメントのチェックリス

ト」の観点がどのように表現されるのかを

見取るため「言語」によるやりとり、「非言

語」によるやりとり、「代替手段」によるや

りとりの視点を設けた。 

 

 

 

 

 

 

・各項目について「やり」「とり」の項目を

設定した。 

・指導や支援を考える上での情報源とし

て活用する。 

 

・実践の中で見られた実態の記録を目的

として作成する。 



53 

 

２ 研究の実際 
 
（１） 実態把握  

 今年度は、認知面、コミュニケーション面に困難を抱える生徒として高等部１年生の A を事例生徒とし

た。以下に＜特性、課題について＞＜情報活用能力＞＜つけたい力、目指す姿＞についてまとめた。 

 

事例生徒Ａについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（２） 授業実践 

授業実践を通して、認知的エンゲージメントと社会的エンゲージメントの向上させていくために、まず授

業の構造や必要な支援について検討した。そして実践を行い、その結果を評価表に落とし込み変容を観察し

て次の授業の改善につなげてきた。 

① １次実践 

＜木工班の実践＞ 

単元名 木工班の作業を覚えよう 

木工班題材名 依頼された製品を作ろう 

作業内容 ペン立て作り 

 

 ＜ペン立てを題材とした理由＞ 

・生徒たち自身が使用できるものであることで、制作に対する意欲を上げる。 

・デザインや工程を単純にし、生徒達だけで制作できるようにすることで自己効力感を高める。 

＜特性、課題について＞ 

・見通しがもてないと、自分の世界に入ってしまう

が、自分のやるべきことが明確になっていると作業に

落ち着いて取り組むことができる。心理面に負荷がか

かるとパニックになる。 

・口頭で伝えることより、視覚的な支援が有効。 

・読み、書き、会話に困難さがある。 

・周囲の様子をよく観察し、人を含めた環境の影響を

受けやすい。 

・パーソナルスペースが広く他者と距離をとりたが

る。 

・自ら積極的に他者に関わることは少ない。 

・木工班は未経験の活動である。 

＜つけたい力、目指す姿について＞ 

認知的エンゲージメント 

・作業に見通しをもち、自分のやるべきことに落ち着いて取り組むことができる。 

 

社会的エンゲージメント 

・仲間意識をもち、やりとりをしながら仕事に取り組むことができる。 

・仲間と協働して仕事をやりきることで、達成感を感じることができる。 

＜情報活用能力について＞ 

C 
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事例生徒 Aの作業内容 やすりがけ２回目、塗装２回目 

＜分担をやすりがけ、塗装とした理由＞ 

・木工班で使う機材にまだ慣れていないので、ケガがないよう安全な作業とした。 

・作業時に大きな音がする機材に対して抵抗感があったため、取り組みやすい仕事とした。 

 

評価について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
評価表をもとに、主に認知的エンゲージメントと社会的エンゲージメントについて観察し、その結果から

次の実践につながる改善点について検討した。 

事例生徒 A は、基本的には落ち着いて仕事に向き合えていた。ただ、途中で手が止まってしまっていた

り、自己刺激で遊び始めたりする姿が見られたりした。目標を意識して継続して取り組むところまではいか

なかった。「やすりがけ」の仕事は終わりがわかりづらく達成感を感じにくかったのではないかという反省

があがった。次回は終わりがわかりやすい塗装を中心に取り組むこととした。 

社会的エンゲージメントの向上のための手立てとして、ペアでの作業を設定したが、ただペアを作るだけ

では、関わり合ったり、学び合ったりする様子が見られなかった。次時では生徒同士が関わり合えるよう、

事前に先輩側に事例生徒 Aから引き出したいことを伝えておくようにした。 

 

C 
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１回目の実践で設定した支援策とその結果と改善： 

認知的エンゲージメントの向上のための支援 写真、図 支援の結果と改善 

ア 

ポートフォリオ型の日誌 Ver.１  目標立て、振り返りを教師と行

うことで日誌を記入できるが、

前時の反省との関係を意識しづ

らい様子である。項目、レイアウ

ト等の改善が必要か。継続 

  

自分で目標を立て、その目標に対してどうだ

ったのかを振り返り、次にどう工夫したいの

かを生徒自身が学習履歴として残し学習の

成果を明確化できるようにした。 

イ 

目標、振り返りができるよう教師が選択肢を用意 Ver.

１ 

 年度の最初からポートフォリオ

型の日誌を使うことで、日誌を

書かなければならないことを理

解しているが目標、振り返りを

一人で進めることは難しい。目

標を選択肢から選ぶ支援は引続

き必要である。    継続       

事例生徒 Aの実態から、目標を言語化し記述

することに困難があることが考えられるの

で、教師側で担当する仕事に関する目標をホ

ワイトボードに記述しておき、その中から選

択することで目標を決めることができるよ

うにした。また振り返り用においても、振り

返りボードを作成し選択肢を提示した。 

ウ 

見通しをもてるようにするための工程ボード Ver.１  工程ボードがあることで、何の

仕事を担当するか、誰とペアに

なって仕事に取り組むかがわか

りやすい様子であった。    

継続 

全体の把握や、見通しをもつことができるよ

うに、全員の役割分担、作業の進行状況を確

認できる工程ボードを用意する。これによっ

て、自ら、いつでも、本時の活動内容を確認

できる。 

エ 

見通しをもてるようにするためのはじめの会 Ver.１  目標を立てた後に、お互いに仕

事内容や目標を確認し合った。

そのことで仕事に気持ちを向け

やすい様子であった。継続 

見通しをもてるように、行程ボードを使いな

がら全体の作業内容と個々の目標を確認す

る機会をつくる。 

 

社会的エンゲージメント向上のための支援 写真、図 支援の結果と改善 

A 

先輩とのペアによる協働 Ver.１  ペアでの作業を仕組んだが、あ

まりうまく機能しなかった。先

輩側がどのようにかかわればよ

いのか戸惑っている様子があっ

た。次回は先輩に事例生徒 A へ

のアドバイス内容を伝えてお

き、言葉かけへの抵抗感をなく

すようにする。     継続 

信頼関係の構築や学び合いができるよう、単

純接触の機会を増やすためにペアでの作業

を基本とする。 

B 

終わりの会での報告と「グッジョブ」による認め合い  全体に対して仕事を報告し合っ

たり、「グッジョブ！」し合った

りすることで、仲間意識、達成感

につながった。満足感のある表

情が見られた。    継続         

仲間意識や達成感、自己効力感の向上をねら

い、おわりの会のときに全体に対して報告

し、報告を受けた側は「グッジョブ！」を伝

える仕組みを作った。 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 
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C 

作業完了の報告と「グッジョブ」による認め合い  本時においては、報告する、報告

される場面がなかった。     

継続 

仲間意識や達成感、自己効力感の向上をねら

い、作業が完了したときに全体に対して報告

し、報告を受けた側は「グッジョブ！」を伝

える仕組みを作った。 

D 本人の意思を確認するための本人の写真カード  指差しは一瞬の意思表示なの

で、本人、仲間、支援者にとって

とらえにくい表現であったが、

本人の顔写真を用いることで、

継続して選択した項目に対して

意識を向けやすくなったり、周

りの人と意見を共有しやすくな

ったりしていた。    継続           

選択肢を提示したときに、本人の顔写真を用

いることで、より選択した内容に対して意識

を向けることができることを担任と確認し

たため、採用した。 

 

 
② 他の班での実践の紹介＜織物班＞ 

学びに向かう力を向上させるために、木工班だけでなく他の作業班での実践も行った。 

ア 事例生徒の実態及び課題について 

本生徒は、公立中学校から高等部に入学した生徒であり、生徒会役   

員を務めている。様々なことに興味を示し、困っている人や教師の手  

助けができるなど、思いやりのある面を持つ。また、友達のことを気 

に掛けたり、声をかけたりすることもできる。その一方で、思った通 

りに物事を進めたい気持ちが強く、すぐに行動に移す傾向があるもの 

の、思い通りにならないと、いじけたり泣いたりすることもある。 

作業面に関しては、せっかちで雑になりがちであり、単調な動きが  

続く作業は苦手としている。また、年度当初は第３希望だった織物班になったことが不本意で、やる気が

低い状態でもあった。しかし、教師の思いとしては、織物班を作業面で引っ張る存在になってもらいたい

と考えている。そのため、本生徒のやる気をどうやって引き出していくか、ということを課題と捉え、製

品作りの過程で、生徒自身が選んだり決めたりする機会を設けることが、作業に対する興味・関心を高め

る上で有効ではないかと考えた。具体的には、「企画会議」（話し合い）の場を設けるとした。 

 

イ 授業の様子 

本実践では、感情のエンゲージメントに着目し、生徒のやる気を引き  

出すための取り組みの一環として、「新製品のアイデアを発表しよう」と  

いう「企画会議」の活動を取り入れ、本生徒が話し合い活動の中で、自  

分の考えを仲間に伝えられるようにねらった。また、「製品の値段を考え 

よう」という２度目の企画会議では、シンキングタイムを設けることで、  

自分のペースで考えをまとめることができ、安心して発言できるように 

なった。考える材料となる「買い物する客の金額や使っている布の量」、 

「製品の大きさ」などを手立てとして提示すると、より具体的な視点で  

値段について考えることもでき、話し合いに参加しやすくなった様子が見られた。 

２回の企画会議を設けたことで、初めは消極的であった本生徒が、自分から教師や友達に話しかけ、話

し合いに積極的に参加するようになり、感情のエンゲージメントが高まったと捉えている。さらに、その

ことで織物班のメンバーとの関係性も深まったことで安心感や信頼感を抱き、積極的にコミュニケーショ

ンを取ったり、意欲的に製作活動に取り組んだりできるようになった。 

 

C 

C C 
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ウ 織物班の実践のまとめ 

・話し合いの進め方 (シンキングタイム) 

シンキングタイムを設けたことで、本生徒は自分の     

ペースで考えをまとめることができ、安心して発言で  

きるようになった。 

→感情のエンゲージメントの高まり 

・「考える材料」の提示 

考える材料を提示したことで、生徒は具体的な視点 

から値段について考えることができ、話し合いに参加 

しやすくなった。 

→社会的エンゲージメントの高まり 

・仲間との関係性の深まり 

仲間との関係性が深まったことで、本生徒は安心感 

や信頼感を抱き、積極的にコミュニケーションを取る 

ようになった。また、織物班に所属していることに居 

心地の良さを感じ、意欲的に話し合いに参加できるよ 

うになった。 

→感情のエンゲージメントの高まり 

 

③ ２次実践＜木工班＞ 

２次実践では１次実践で得られた成果と課題をもとに実践を木工班に絞り、事例対象生徒 Aと他者との

やりとりに課題のある先輩 Bとのペアで作業を進めることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜木工班の生徒集団の実態について＞ 

１年生:２名 ２年生:２名 ３年生:４名 計８名 

・個々がやるべきことを理解して、作業に臨むことができる 

・自分の気持ちを上手に表現できる生徒、表現することが苦手な生徒 

・進んで作業できる３年生、初めての作業を体験し始めている１年生 

・自分の尺度で物事を判断してしまう生徒、受け身の生徒がいる 

・自分から積極的にコミュニケーションをとることが苦手な生徒が多い 

・先輩が後輩を指導できるよう、ペアを組んで作業を行っている 

＜木工班の年間目標＞ 

〇社会的自立を目指し、働く意欲を高め、卒業後の社会生活に必要な力を育成する。 

・工具や機械の使い方を身につけ、安全に留意して作業を行うための知識や技能を養う。 

・仲間と連携しながら協働的に作業に取り組めるよう、自己表現の力を高める。 

・製作を通して、お客様の立場に立って製品づくりを行い、使ってもらえたことへの喜びや感謝の 

気持ちを養い、働くことや学ぶことへの意欲を育てる。 

先輩 Bのコミュニケーション上の課題 

・恥ずかしさや自信のなさからからか、やりとりがあいまいで表現が小さいので相手に伝わりにくい。 

・確認しないで活動を進めて間違えてしまうことがある。 
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３回目の実践までの経緯 

＜１回目の実践＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜事例生徒 Aに対して有効な支援の方向性＞ 

〇認知的エンゲージメントの向上のために 

・中学部での作業学習を通して、仕事を体験する教科であることを理解できている。ただ高等部１年生

であるため、高等部の作業学習の授業への見通しがまだできていない。そのため、不安や混乱が起き

安い環境であることが考えられる。見通しをもちやすくするための支援が必要である。 

・木工班での作業は初めてであるため、仕事内容について具体的に提示して行く必要がある。 

・前年度に引き続き、生徒自身が目標を立てたり、確認したり、修正したりできるような仕組み（ワー

クシートやポートフォリオ等）を作る。 

 

〇社会的エンゲージメント向上のために 

・木工班には「先輩が後輩を指導できるよう、ペアを組んで作業する」という社会的エンゲージメント

の向上を期待できる仕組みがある。この仕組みがうまく機能するような支援が有効であると考えられ

る。 

・自分の頑張りが他者に認められ、喜びを感じられるようにするための仕組みを作る。そのことで達成

感を感じることができ、自己効力感の向上にもつながると考えられる。 

「負担の少ない作業」「終わりがわかりやすい」という観点から作

業内容を刻印とした。しかし「初めての仕事であること」「新しい道

具」「先輩 Bからのあいまいな説明」のため見通しをもちづらく、不

安が強い環境となっていた。そのためイライラしたり、手持無沙汰

にしたりする様子が多くなった。そのような中で、事例生徒 A が電

動糸鋸に視線を送ったり近づいたりして興味を示していることに教

師が気付き、電動糸鋸への挑戦を提案した。すると、恐る恐るではあ

るが意欲的に取り組んだ。達成感も感じることができたようで、笑

顔が見られた。音や危険なものに対して抵抗が強いと実態把握して

いたが、興味や憧れがあると苦手なことでも乗り越えることができ

ることが分かった。 

目標を意識して学習に向かうことができるように、ワークシート 

の調整や目標の選択肢を示した。目標表を電子化したことで視認性 

が高まり、目標を考えて選びやすくなったようであるが、一人で書 

き進めることに抵抗があるため、教師の支援が必要であった。先輩 

Ｂからの日誌の援助に対しては「自分で」と拒否をした。タブレッ 

ト上で項目ごとにボタンで選択するだけで日誌を作成できるよう教材研究をすること 

にした。また、振り返りの時に「がんばった」「できた」という自己評価で終わってい 

るため、達成感や目的意識をもちづらいのではないかという意見を受け、目標を数値化 

していくこととした。 

C 
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＜２回目の実践＞ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 オリジナル製品を作ろう 

木工班題材名 依頼された製品を作ろう 

作業内容 PCデスク作り 

＜PCデスクを題材とした理由＞ 

・お客様のニーズに応じた製品作り。 

・ペアになった相手を意識した作業。 

事例生徒 Aの作業内容 ねじ止め３回目 

相互の成長を期待してのペア作業においては、両者の関係がまだ

浅いことから、全体としてやりとりがあいまいであった。しかし先

輩 B は、先輩として「後輩の面倒を見る」という意識をもってやさ

しく声をかけたり見守ったりできていた。また事例生徒 A もその意

図をくみ取っているようで、身体を背けることはなく、先輩の存在

を受け入れ、仕事の様子をよく観察していた。そのため、評価表の数

値としては全体的に向上している。より良い関係を作るため、言葉

のやりとりも組み込んだ作業手順表作成することとした。 

３回目の実践では最初に決めた３台分完成させるという目標を立て、３

台を終えた後に、もっと「やる」と仕事（学び）に向かう力が高まる様子

が見られた。成果としても７台と大きく目標達成することができていた。

その理由を認知的エンゲージメントの側面、社会的エンゲージメントの側

面から考察することができた。 

認知的エンゲージメントにおける成果としては、①仕事の手順の

中に報告のタイミングや言葉も明記したことでペアでの作業のやり

取りが安定して、良い雰囲気で仕事に取り組むことができたこと。

②目標を数字で表して具体化したことで「がんばった」というあい

まいな評価から手ごたえのある評価になり、達成感を感じやすくな

ったこと。③３回目の穴あけ作業なので自己調整学習が進み仕事の

流れや言葉でのやりとりに見通しをもてたことがあげられた。 

社会的エンゲージメントにおける成果としては、①言葉での報告などのやりとりが安

定したことで、やり取りに見通しをもつことができた。②そのことで心理的な負荷が少

なくなり、継続して仕事に取り組むことができたこと。③先輩 Bが事例生徒 Aをほめて

認める実践ができたことで、自己効力感が向上し、やりがいをもって作業に取り組むこ

とができたことがあげられる。 

      

     

   

     

   

        

     

    

         

       

              

C 
C 

C 

C 

C 

C 
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＜分担をねじ止めとした理由＞ 

・仕事に継続して取り組むことができるよう、終わりのわかりやすい印付け、刻印の作業とする。 

・先輩 Bが組み立て、事例生徒 Aがねじ止めする協働作業を設定して、達成感を共有できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

評価について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時は、ねじ止め作業の３回目である。２回目では仕事の流れを把握し、見通しをもって仕事に取り

組むことができていたが、やり直しになる場面でイライラした時に大きな声を出したり、作業が荒くな

ったりして不適切な面も現れるようになってきていた。思いや考えを言葉で表現することに困難さがあ

ることから出てくる表現であると考えられたため、代替手段として言葉カードを用意した。本人の思い

を適切な表現につなげていくことで、協働の質の向上をねらう実践とした。 
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本時ではこれまでの支援の積み重ねに加え、言葉カードを用意して、事例生徒 Aの言葉の運用に関する困

難さに対する代替手段を用意した。その成果として、これまでに見られなかった豊かな表現を見ることがで

きた。言葉カードを介して、これまでうまく表現につながらなかった思いや考えを表現できるようになった

と考えられる。 

 

３回目の実践で設定した支援策とその結果と改善： 

認知的エンゲージメントの向上のための支援 写真、図 支援の結果と改善 

ア 

ポートフォリオ型の日誌 Ver.３  事例生徒 A が決めた目標を、先

輩 B がホワイトボードに書いて

くれて、それを書き写して記入

できた。 

PPT による電子化はできていな

い。         継続 

 

４回目の実践と同じ 

イ 

目標、振り返りができるよう教師が選択肢を用意 Ver.

３ 

 行程やイラストがあることでイ

メージをもって目標を選ぶこと

ができているようであった。           

継続 

         

目標表と工程表を一体化させることで、目標

をイメージしやすくした目標表を用意した。 

ウ 

見通しをもてるようにするための工程ボード Ver.１  ４回目の実践と同様 

継続 

      

１回目の実践と同じ。 

エ 

見通しをもてるようにするためのはじめの会 Ver.１  

 

１回目の実践と同様 

     継続 

 

１回目の実践と同じ。 

オ 

実態に合った仕事に調整する Ver.２  行程ボードがなくても作業が滞

ることはなかったが、言葉の掛

け合いがあいまいになった。言

葉のやりとりについての支援は

引き続き必要である。 継続 

 

 

本時の作業内容は手順表の必要性がないと

判断したため用意しない。 

カ 数値を使って目標立て、振り返りをする Ver.１  ４回目の実践と同様。活用の仕

方に慣れてきていた。 継続 

                   

４回目の実践と同じ 

キ 目標立てのときに教師と前時の日誌を確認する Ver.２  教師だけでなく先輩 B も一緒に

振り返ることで、目標の妥当性

を共有しながら決めることがで

きた。        継続 

      

 先輩 Bも加わって前時を振り返り、目標を

立てる場面を設定する。 

 
 

C 
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社会的エンゲージメント向上のための支援 写真、図 支援の結果と改善 

A 

先輩とのペアによる協働 Ver.５  先輩 B が事例生徒 A をほめると

きに、大きく表現できるように

なってきたことで、事例生徒 Aも

先輩 Bの作業ペースに対しても、

我慢できるようになってきた。

相互に認め合う雰囲気ができて

きた。       継続  

協働が必要な作業内容を用意し、よりお互い

を意識し合う必要性を高めた。 

B 

終わりの会での報告と「グッジョブ」による認め合い  教師からの質問に対して的確な

内容を言葉で返答できるように

なってきた。先輩よりも先に言

葉を発していた。   継続 

 

１回目の実践と同じ。 

C 

作業完了の報告と「グッジョブ」による認め合い  先輩 B の指差し確認の様子を見

ながら、それに合わせて木工班

全体に報告できた。落ち着いて

報告できている。   継続 

 

１回目の実践と同じ。 

D 本人の意思を確認するための本人の写真カード  １回目の実践と同様 

継続 １回目の実践と同じ。 

 

E 言葉カード（考えや感情の表現力向上のため）  言葉カードを用意して置いたこ

とで、これまでに使うことのな

かった言葉を使う様子が見られ

た。また、相手に「伝えられる」

という手ごたえを得たのか、こ

れまでにない言葉での積極的な

やりとりが見られた。  継続  

           

思いや考えを言葉で表現することが難しい

ので代替手段として言葉カードを用意する。 

事例生徒 A は他者の感情に対して敏感とい

う特性から、イラストなど抽象度の高いカー

ドよりも、より具体的で感情表現豊かなカー

ドであるほうが、事例生徒 Aからコミュニケ

ーション力を引き出しやすいのではないか

と考えて言葉カードを作成した。 

 
 
 
３ 学部研究の考察とまとめ 
 
（１） ２次実践における事例対象生徒 Aの変容と効果的な支援 

本年度は、認知的エンゲージメントと社会的エンゲージメントの向上を目指して実践を積み重ねてきた。 

１次実践１回目から２次実践３回目までの実践を通して得られた評価表の結果と支援との関係を見ること

で、事例対象生徒 Aの学びに向かう力を向上させるために有効であった支援について「認知的エンゲージメ

ントの変容と支援内容の推移」、「社会的エンゲージメントの変容と支援内容の推移」の観点に分けて整理し

明らかにした。その際には、意欲や興味関心、粘り強さとの関連も見るために「感情的エンゲージメント」

「行動的エンゲージメント」との関連を見ていった。 

 

C 



63 

 

認知的エンゲージメントの変容についての表と支援内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
   

       
  

      

      
     
  

     
     
  

                           

 

 

 

 

 

 

Ver.１ Ver.２ Ver.３ 

Ver.１ Ver.２ Ver.３ 

Ver.１ 

Ver.１ 

Ver.１ Ver.２ 

なし 

Ver.１ 

Ver.１ 

ア 

 
イ 

ウ 

エ 

オ 

カ 

キ 

ポートフォリオ型の日誌：自分で目標を立て、その目標に対してどう

だったのかを振り返り、次にどう工夫したいのかを生徒自身が学習

履歴として残し学習の成果を明確化できるようにした。 

 

 

一人でも書き進めやすいように、Ver.２日誌に罫線をつ

けた。 

 

目標、振り返り、次回の目

標を関係づけやすいレイア

ウトにした。 

 

目標表と工程表を一体化

させることで、目標をイ

メージしやすくした目標

表を用意した。 

提示する目標や振り返りの

選択肢を PPTで作成し、タ

ブレットで提示する。 

目標、振り返りができるよう教師が選択肢を用意：目標を言語化し

記述することに困難があることが考えられるので、教師側で担当す

る仕事に関する目標をホワイトボードに記述しておき、その中から

選択することで目標を決めることができるようにした。また振り返

り用においても、振り返りボードを作成し選択肢を提示した。 

見通しをもてるようにするための工程ボード：全体の把握や、見通しをもつことができるように、全員の役割分担、作業の進行状況を確認できる工程ボードを

用意する。これによって、自ら、いつでも、本時の活動内容を確認できる。 

見通しをもてるようにするためのはじめの会：見通しをもてるように、行程ボードを使いながら全体の作業内容と個々の目標を確認する機会をつくる。 

実態に合った仕事に調整する：前回のやすりがけの作業にお

いて、終わりがわかりづらく達成感を得られないようだった

ので、塗装を中心とした作業に調整した。 

一人でも書き進めやすいように、Ver.２日誌に罫線をつ

けた。 

 

数値を使って目標立て、振り返りをする：目標を決める

ときに数値を設定するようにした。また、振り返りの参

考として使うようにした。 

目標立てのときに教師と前時の

日誌を確認する：前時との関係

を意識できるように、教師と振

り返る場面を設定する。 

先輩 Bも加わって前時

を振り返り、目標を立

てる場面を設定する。 

＜つけたい力、目指す姿についての評価＞ 

①認知的エンゲージメントについて 

・作業に見通しをもち、自分のやるべきことに落ち着いて取

り組むことができる。 

           

 実践を重ねるごとに支援を検討し実践してきたことで、目

標の設定（P）、方略の選択（D）、振り返りの方法（C、A）の評

価が向上した。それと同時に感情的エンゲージメント、行動

のエンゲージメントの向上も見られた。 
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社会的エンゲージメントの変容についての表と支援内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
   

       
   

       
  

      

      
     
  

     
     
  

                     

                     

Ver.１ 

Ver.２ Ver.３ 

Ver.１ 

B 

C 

D 

E 

先輩とのペアによる協働：信頼関係

の構築や学び合いができるよう、単

純接触の機会を増やすためにペアで

の作業を基本とする。 

 

 

ペアの関係での学び合いが機

能するよう、事前に教師が先

輩に対して事例生徒 Aに対し

てアドバイスしてほしいこと

を伝えた。 

 

お互いの社会的エンゲージ

メントの向上をねらうこと

ができるペアをつくった。

先輩 Bには後輩に教える立

場であることを伝えた。ま

た、様子をみて教師が言葉

のかけ方を示範した。 

 

穴あけ２回目の反省から、先

輩 Bから事例生徒 Aに対し、

できたことを「いいね」と認

めてあげる言葉かけをするよ

うに伝えた。 

 

協働が必要な作業内容

を用意し、よりお互い

を意識し合う必要性を

高めた。 

終わりの会での報告と「グッジョブ」による認め合い：仲間意識や達成感、自己効力感の向上をねらい、おわりの会のときに全体に対して報告し、報告を

受けた側は「グッジョブ！」を伝える仕組みを作った。 

 

 

作業完了の報告と「グッジョブ」による認め合い：仲間意識や達成感、自己効力感の向上をねらい、作業が完了したときに全体に対して報告し、報告を受けた

側は「グッジョブ！」を伝える仕組みを作った。 

 

Ver.１ 

Ver.１ 

本人の意思を確認するための本人の写真カード：選択肢を提示したときに、本人の顔写真を用いることで、より選択した内容に対して意識を向けることが

できることを担任と確認したため、採用した。 

 

言葉カード（考えや感情の表現力向上のため）:  
思いや考えを言葉で表現することが難しいので代

替手段として言葉カードを用意する。 

事例生徒 Aは他者の感情に対して敏感という特性

から、イラストなど抽象度の高いカードよりも、

より具体的で感情表現豊かなカードであるほう

が、事例生徒 Aからコミュニケーション力を引き

出しやすいのではないかと考えて言葉カードを作

成した。 

 

Ver.１ Ver.３ Ver.４ Ver.２ Ver.５  A 

＜つけたい力、目指す姿について＞ 

②社会的エンゲージメント 

・仲間意識をもち、やりとりをしながら仕事に取り組むことが

できる。 

・仲間と協働して仕事をやりきることで、達成感を感じること

ができる。 

 

実践を重ねるごとに支援を検討し実践してきたことで、言語での

やりとり、非言語でのやりとり、代替手段でのやりとりの評価が

向上した。それと同時に感情的エンゲージメント、行動のエンゲ

ージメントの向上も見られた。 
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（２）情報活用能力について 

１次実践１回目から２次実践３回目までの実践を通して見られた事例対象生徒 A の情報活用スキルの実

態を情報活用能力実態把握表にまとめた。情報活用スキルの観点で、その生徒に「何ができるのか」を集積

していくことで、実態を具体的につかみやすくなった。そして「何ができるか」を具体的につかみやすくな

ったことで、支援策の中にある「実態に合った仕事に調整する」という項目精度の向上につながった。その

他、教材の準備のための予備知識としてや、コミュニケーション上の配慮点を理解するためにも情報活用能

力スキルを把握しておくことは有効であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）授業づくりの成果と課題 

本研究では、生徒の認知的エンゲージメントおよび社会的エンゲージメントを向上させるために、さまざ

まな支援策が有効であることが明らかとなった。 

まず、認知的エンゲージメントの向上には、心理的に安心できる環境づくりが基本となる。自己調整学習

を実践するためには、生徒が見通しをもち、落ち着いて課題に取り組める環境が必要であるため、行程ボー

ドなどの教材や、作業の手順表を通じて、生徒が安心感を得られる環境整備に努めた。 

また、目標設定や振り返りの場面では、実態に即した具体的な表現（視覚化、数値化）が効果的であった。

目標数値ボードを用いるとともに、例えば「ていねいにする」という曖昧な目標を「ぬりのこしがないよう

事例対象 

生徒 A 
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にぬる」と具体的に表現し、振り返りでは「ていねいにできた」といった具体的な実践内容を確認すること

で、生徒自身が達成感を実感しやすくなった。同様に、「がんばる」という目標も「何をいくつできたか」

という具体的な数値で示すことで、振り返りにおいて明確な評価が可能となった。 

さらに、目標や振り返りのプロセスに対して、複数の選択肢を用意することも有効であった。表現が難し

い生徒でも、目標に対する意識が高まり、振り返りの言葉を考えやすくなるため、目標ボードなどの教材や、

やすりから塗装へと繋がるビデオを活用し、選択肢を提示することで自己調整学習が促進された。加えて、

生徒が自身の認知能力に合った題材や教材（例：インパクトドライバー、電動糸鋸など）を用いることで、

実態に合った学習が実現し、さらにポートフォリオ型のワークシートによって「目標→振り返り→目標」と

いった連続的な学習プロセスを意識しやすくなった。 

一方、社会的エンゲージメントの向上に寄与した支援策としては、まず教師が生徒のやりとりの特性を十

分に把握することが挙げられる。生徒の心理的安定が揺らいだ際に、どのような表現につながるのか、どの

ような対応が安定を取り戻すのに効果的かを理解しておくことで、教師は冷静に生徒と関わることが可能

となった。 

また、ペアでの活動を通じて、生徒同士が安定したやりとりを継続できる環境を整え、心理的に安心でき

る人間関係を構築することができた。さらに、やりとりの流れを具体的な示範で提示することにより、生徒

はどのようなコミュニケーションが適切であるかを理解し、模倣を通じて自身の力に変えることが可能と

なった。加えて、やりとりが確実に行える場面設定を繰り返し実施することで、頼関係の構築や表現へのハ

ードルの低減が促進され、コミュニケーションの幅が広がった。 

加えて、対象となる生徒が理解しやすく、自己表現しやすいコミュニケーション手段やツール（例：言葉

カード、ハンドサイン）を用意することで、思いや考えを言語化して伝えることが容易となり、教師や仲間

とのやりとりがより円滑になった。最後に、互いのできたことを「グッジョブ！」「いいね！」といった肯

定的なフィードバックで認め合う仕組みを構造化することにより、生徒は達成感や自己効力感を感じ、学習

への粘り強さを高める結果となった。さらに、ペアとなる先輩が変わっても、先輩 Bとの間で学んだやりと

りを活用して、すぐにペアとしての関係を構築することができた。日常生活や家庭の中では言葉でのやりと

りがスムーズにできる様子が情報共有された。一方ペアを組んだ先輩 Bにおいても、他者にわかりやすく伝

える方法を学び、表現する機会を得たことで、やりとりが成立する気持ちよさや楽しさを感じることができ

ている様子であった。 

以上の支援策を総合すると、認知的エンゲージメントおよび社会的エンゲージメントの向上に向けた多

角的なアプローチが、生徒の自己調整学習を促進し、より効果的な学びの場を実現する上で有効であったと

いえる。 
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４ ３年間のまとめ 

（１）学びに向かう力について 

本研究では、生徒が様々な集団や社会の中で自らの意義を見出し、自己有用感を持ち、働く意欲へと繋げ

ることを目指した。そのために、「学びに向かう力」を「他者と協働しながら、自ら考え、課題意識を持ち、

行動する」ことと定義し、生徒が様々な環境で自己の可能性を発揮できるよう支援することを重視した。 

前年度までの研究では、目標設定が学びに向かう力を引き出し、自己調整しやすい授業づくりに一定の成

果が見られた。しかし、適切な評価規準の設定や、生徒同士の協働的な学びを促進する点に課題が残った。 

そこで今年度は、認知的エンゲージメントと社会的エンゲージメントの向上を研究の重点とした。認知的

エンゲージメントでは、適切な評価規準の設定と自己調整しやすい授業づくりを、社会的エンゲージメント

では、生徒間の協働的な学び合いと質の高いやり取りの実現を目指した。実践の成果として心理的な安心感

のある環境づくり、具体的な目標設定、複数の選択肢の提示、生徒の特性理解、ペア活動、コミュニケーシ

ョンツールの活用、肯定的なフィードバックなどの支援が生徒たちの学習意欲を高め、自己調整学習を促進

する上で重要な役割を果たすことが分かった。 

 

（２）情報活用能力について 

 情報活用能力スキルの観点をもとに生徒の実態を把握することで、生徒の特性に合った教材を用意する

手掛かりになる点で有効であった。また、日々の生活や授業の中で見取ることのできる姿や変容を記録して

おくことで、生徒の認知の特性を理解するための手掛かりとなった。今後も情報活用能力スキルの実態のデ

ータを集積していき、情報活用能力スキルと認知の特性との関連性をみていきたい。 

 

（３）まとめ 

本研究は、高等部における３年間の授業研究の成果をまとめたものである。生徒が様々な集団や社会の中

で自らの意義を見出し、自己有用感を持ち、働く意欲へと繋げることを目指し、「学びに向かう力」を「他

者と協働しながら、自ら考え、課題意識をもち、行動する」ことと定義し、生徒が様々な環境で自己の可能

性を発揮できるよう支援することを重視した。 

３年間の研究を通して、「学びに向かう力」を高めるためには、目標設定の重要性、自己調整学習の促進、

個別最適な支援の必要性、協働学習の価値が改めて認識された。目標設定は、生徒が自ら学習の主体者とな

り、意欲を高める上で不可欠である。そして、その目標の達成に向け自己調整学習を促進するために、見通

しをもてる環境、具体的な目標設定、選択肢の提供などといった、生徒一人ひとりの特性やニーズに合わせ

た個別最適な支援が必要となる。さらに高等部では、協働学習が、互いに学び合い社会性を育む上で重要な

機会となる。特に高等部では、卒業後の社会生活を見据えた生徒主体の活動として作業学習が位置付けられ

ている。その作業学習において、生徒同士がお互いへの理解を深めながら、協働性を高めていくことができ

たことは大きな成果であった。 

今後は、今回の成果を基に、より実態に応じた個別最適化された教育実践を目指すとともに、より多くの

場面で生徒同士の協働性を高めることで、生徒一人ひとりが自己実現できるような教育環境を構築できる

よう、教師一人ひとりの専門性を高めていくことに努めていきたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学校研究のまとめ 
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（１）「学びに向かう力」について 

令和５年度から、学びのエンゲージメントの５つの要素を踏まえ、認知的エンゲージメント（自己調整学

習）に着目し、児童生徒が自ら目標立てをしたり、目標達成に向かって

試行錯誤したりする姿を見取ることで、「学びに向かう力」の育成に取

り組んできた。認知的エンゲージメントを中心としながら、他の要素も

含めて評価していくことを積み重ねていくことで、小学部段階では、感

情的エンゲージメントや自己効力感、中学部段階になると、それらに社

会的エンゲージメントの要素が強くなり、高等部段階では、より社会的

エンゲージをベースとしながら認知的エンゲージメントを高めていくこ

との重要性が見えてきた。 

櫻井氏は、『学びの「エンゲージメント」』（櫻井、2020）の中で、

「主体的に学習に取り組む態度」を構成する要素の相対的な強さ（予想）

を、小学校低学年から中学校の３つの時期に分けてまとめている。この

ような例を参考にしながら、これまでの授業実践を基に、各学部段階で

重要であった要素を明確にすることで、どの要素に注目

し、どのような支援をしていくことが有効であるのかを示

すことができると考え、『知的障害特別支援学校における

「主体的に学習に取り組む態度」を構成する要素の相対的

な強さモデル（案）』を作成した。現時点では、モデル（案）

の段階であるため、今後の授業実践の積み重ねや、児童生

徒の発達段階や実態により、相対的な強さには多少の変動

があると考えられるが、このようなモデルがあることで、

授業づくりの参考としながら、今後も授業実践を積み重ね

ていくことが必要である。 

 

（２）「情報活用能力」について 

 令和３年度の学校研究からの積み重ねもあり、タブレット端末の活用は、学校生活全体を通して、視覚的

に確認する手立てや表出の代替手段など、自立活動の視点での活用をベースとして日常的となっている。そ

れらの日常的な活用の中で操作スキルや基本的なルールやマナーへの理解を促し、育成することができて

いる。さらに、令和５年度から「情報活用能力」と捉え直したことにより、日常的な活用の様子を基に、児

童生徒の実態や授業の特性に応じて、タブレット端末だけでなく、他の ICT 機器や情報源となる具体物や

イラストを用意するなど、様々な支援を工夫することができるようになっていった。そこで、これまでの実

践を『情報活用能力体系表（山梨大学教育学部附属特別支援学校版）』としてまとめることにより、知的障

害特別支援学校としての情報活用能力育成に関わる一つの指標となればと考えている。 

① 学部段階に沿って整理した体系表について 

これまでの実践事例を学部段階に沿って体系表に書き込み、まとめたものが『情報活用能力体系表①』

（資料４）となる。例えば、授業内容は異なるも

のの、「情報分析スキル」に関する事例を比較す

ると、見本などを視覚的な情報を手立てに考える

段階から、自分で情報を収集し相手の意見を踏ま

えて考える段階、自分達で情報を収集しお互いの

意見を踏まえて情報を操作しながら考える段階

と、系統性が見られている。他のスキルにおいて

も、小学部段階では、必要とされる情報を教師に

よってある程度「構造化された環境」の中で、見

たり選んだり選び直したりできるようにしてい

る。中学部段階では、教師や友達からのヒントを

『学びの「エンゲージメント」』（櫻井）より 

知的障害特別支援学校における 

「主体的に学習に取り組む態度」を構成する要素の相対的な強さモデル（案） 
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得ながら必要な情報を集めたり整理したり、目的に応じて操作できるようにしている。さらに、高等部段

階では、他者と関わりながら目的に応じて情報を操作できるようにしていることが分かる。このように学

部段階に沿って整理した体系表では、「学びに向かう力」の育成と同様に、個の学びの基礎作りや他者と

の関わりなど、生活年齢に応じて各学部で大切にしていることが「情報活用能力」の育成にも大きく関わ

っていることが明確となった。 

② 発達段階に応じて整理した体系表について 

令和４年度の研究から、発達段階によって、タブレット端末の操作や活用が難しい児童生徒に対して、

実態に応じた支援を模索し「情報活用能力」を育成していくことが必要であることが課題として挙げられ

た。そこで、これまでの実践を発達段階に応じて並び替えることにより、発達に応じた情報活用能力の育

成のための指標となるよう『情報活用能力体系表②』（資料５）として整理した。学校研究を進めるにあ

たって全児童生徒に共通して実施している S-M

社会生活能力検査の結果に基づいて整理してい

る。S-M社会生活能力検査は、認知発達ではなく

生活における能力を図るものであるため、定型発

達年齢相当の生活能力と児童生徒の様子とを照ら

し合わせながら支援していくことができると考え

られる。 

ＳＡが 1 歳 9 ヵ月～2 歳 6 ヵ月の児童生徒で

は、主に教師から提示された情報を基に、見て確認

したり、選んだり、模倣したりすることができるこ

とが分かる。また、3歳４ヵ月～４歳９ヵ月の児童

生徒では、視覚的なツールなどを使用して、情報を

集めるだけでなく整理し比較しようとすることができるようになり、４歳８ヵ月～４歳９ヵ月では、それ

らの情報の特徴や一部分に注目し目的をもって自分なりに操作しようとすることができるようになる。一

般的に３歳以上になると簡単なプログラミングかできるようになると言われていることを踏まえると、相

当の情報活用能力の育成が可能であるということが言える。そして、７歳４ヵ月以上の児童生徒では、協

力する・話し合う・相手の考えを受け止めるなど、他者と関わりながら情報をよりよく活用しようとする

ことができるようになる。このように、大きく３つの段階に分けて、発達に応じた情報活用能力を捉える

ことができた。しかし、今年度までの実践では、SAが 5歳～6歳に当たる段階の児童生徒の事例が見ら

れなかった。よって、より具体的な系統性を見出すことができるよう、今後も多くの実践例を蓄積してい

きたいと考える。 

 

（３）まとめ 

「学びに向かう力×情報活用能力に着目した授業づくり～目標を意識して取り組むことのできる子ども

の育成を目指して～」の研究主題に沿って、3年間の研究を積み重ねたことにより、教師主体の授業から児

童生徒が主体となる授業への転換としての一歩を踏み出すことができたと感じている。令和 6 年 12 月の

中教審『初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）』では、顕在化している課題の

一点目として、「主体的に学びに向かうことができていない子供の存在学ぶ意義を十分に見いだせず、主体

的に学びに向かうことができていない子供の増加」が挙げられている。また、主な審議事項では、多様な個

性や特性、背景を有する子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について、「興味・関心や能力・特性

に応じて子供が学びを自己調整し、教材や方法を選択できる指導計画や学習環境のデザインの重要性、デジ

タル学習基盤を前提とした新たな時代にふさわしい学びや教師の指導性についてどのように考えるか。」と

いった内容が示されている。本研究によって、児童生徒一人一人が主体的に学習に取り組むことができるよ

う、「学びのエンゲージメント」に着目し主体性について様々な視点で捉え、個に応じた支援を模索するこ

との大切さを教員間で共通確認できたことは、中教審の示す今後の教育課題を解決していくための大きな

土台となると言える。これらの捉えを踏まえ、様々な授業の中で実践していくことにより、教師一人一人が

授業づくりの楽しさを味わいながら、より児童生徒の主体性を引き出すことができるよう、今後も取り組ん

でいきたい。 
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資料１）指導内容チェックシートの例 
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資料２）令和５年度の評価表の例 
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資料３）令和６年度の評価表の例 
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資料４）情報活用能力体系表①（各学部の実践から） 
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資料５）情報活用能力体系表②（S-M社会生活能力検査：SA基準） 
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むすびに 

  

本年度も多くの方々にご指導とご協力をいただき，本校の研究まとめとして研究紀要を発行するこ

とができましたことを感謝申し上げます。 

教員の多忙化の解消が長年にわたって議論されています。その中で指摘されているのは、教員自身

がゆとりを持って子どもたちに接することが、子どもたちの成長や幸福にも直結するという点です。

子どもたちの幸せを実現するためには、教職員自身も幸福でなければなりません。本校でも、子ども

たちの幸せと保護者や教職員の幸せが密接に結びついていると考え、学校生活全体の充実を目指して

います。 

教職員の心身の健康や幸福といった「ウェルビーイング」を考える際に、重要な四つのポイントが

あります。「職場の心理的安定性」「良好な労働環境」「保護者や地域との信頼関係」「子どもたちの成

長実感」です。特に子どもたちの成長実感は、私たちにとって何よりも大切な喜びです。これを念頭

に置きながら、私たちは日々の取り組みや授業作り、より良い支援の探求を続けています。 

研究は、教師自身の成長を支える柱となります。研究や試行錯誤を通じて、私たちはより一層充実

した指導と支援を提供できる教員集団へと成長していきます。これからも子どもたちの笑顔のため

に、知恵を出し合い、切磋琢磨しながら、底力のある教員集団となれるように努力していきたいと思

います。  

結びになりますが、これまで本校の研究を支えていただいた山梨県教育委員会を始め指導助言の先

生方，本学障害児教育講座の共同研究の先生方，本校の研究を応援していただいているすべての皆様

に衷心より厚く御礼申し上げます 

 

山梨大学教育学部附属特別支援学校 

     副 校 長       鷹 野 美 香 
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